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市政トピックス
Topics

く
ら
し
に
希
望
を
願
い
届
く
市
政へ
の
転
換
を

敬
老
乗
車
証
制
度
を
元
に
戻
す

　
敬
老
乗
車
証
負
担
金
の
引
き
上
げ
で
交
付
申
請
を
あ
き
ら
め
た
方
が
２
万
５
千
人
も
。

　
バ
ス
１
日
券
も
廃
止
。
高
齢
者
・
市
民
の
生
活
の
足
を
守
り
ま
し
ょ
う
。

民
間
保
育
園
補
助
金
13
億
円
の
復
活

　
補
助
金
カ
ッ
ト
で
４
割
の
保
育
園
で
赤
字
。
物
価
高
騰
の
な
か
、
保
育
士
の
給
与
、
ボ
ー
ナ
ス
も
カ
ッ
ト
。

　
多
く
の
保
育
士
が
希
望
を
失
い
退
職
に
。
子
ど
も
た
ち
の
保
育
環
境
に
も
影
響
が
。

市政転換で
実現できます

「
学
校
調
理
」で

中
学
校
給
食
の
実
現
を

小
学
校
の
よ
う
な

あ
た
た
か
い

く
ら
し
破
壊
の「
行
財
政
改
革
計
画
」は
撤
回
を
！

市
民
負
担
増

9 月市会での意見書の採択結果
○＝賛成、×＝反対

注）自　民＝自由民主党京都市会議員団　　　　　維京国＝維新・京都・国民市会議員団
　　共　産＝日本共産党京都市会議員団　　　　　公　明＝公明党京都市会議員団
　　立　憲＝立憲民主党京都市会議員団　　　　　民　主＝民主・市民フォーラム京都市会議員団
　　無所属＝井﨑敦子議員

件　名 審議
結果

共
産
自
民
維
京
国
公
明
立
憲
民
主
無
所
属

提出会派等

学校施設における体育館を含めた空調設
備の整備についての財政支援を求める意
見書の提出について

可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 市会議員全員

香料成分に起因する健康被害について対
策の促進を求める意見書の提出について 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 市会議員全員

ブラッドパッチ療法（硬膜外自家血注入療
法）に対する適正な診療上の評価等を求
める意見書の提出について

可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 市会議員全員

次元の異なる少子化対策としての就学支
援金の所得制限の撤廃など保護者負担軽
減を求める意見書の提出について

可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 自民、維京国、公明、
立憲、民主、無所属

下水サーベイランス事業の実施を求める
意見書の提出について 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 自民、維京国、公明、

立憲、民主、無所属

診療報酬・介護報酬・障害福祉サービス
等報酬の物価高騰・賃金上昇への対応を
求める意見書の提出について

可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 自民、共産、公明、
立憲、民主、無所属

コロナ禍からの回復期における公共交通
の課題改善に向けた支援を求める意見書
の提出について

可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 自民、共産、公明

タクシーを含む公共交通の不便解消に向
けた規制の緩和を求める意見書の提出に
ついて

否決 × × 〇 × × × × 維京国

公立学校教員の処遇改善に向けた給特法
の抜本的改正を求める意見書の提出につ
いて

可決 〇 × 〇 × 〇 〇 〇 維京国、共産、立憲、
民主、無所属

公立学校教員の処遇改善や教職員定数の
改善など、学校運営体制の整備の充実に
向けた諸制度の改革を求める意見書の提
出について

可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 自民、公明

核兵器禁止条約の実効性を高めるための
主導的役割を果たすことを求める意見書
の提出について

否決 〇 × × × 〇 × 〇 共産､ 無所属

インボイス制度の実施中止を求める意見
書の提出について 否決 〇 × × × × × 〇 共産､ 無所属

大阪・関西万博の中止を求める意見書の
提出について 否決 〇 × × × × × × 共産

　
京
都
市
は
、
全
員
制
の
中
学
校
給
食
の
実

施
方
法
と
し
て
、
市
内
で
１
カ
所
、
２
万
６

千
食
の
給
食
セ
ン
タ
ー
設
置
（
塔
南
高
校
グ

ラ
ン
ド
跡
地
　
南
区
）
を
提
案
し
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
日
本
で
は
最
大
規
模
の
給
食
セ
ン

タ
ー
と
な
り
ま
す
。

　
し
か
し
、
子
ど
も
た
ち
、
保
護
者
の
み
な

さ
ん
の
願
い
は
。
圧
倒
的
に
「
学
校
調
理
方

式
」
で
す
（
10
ペ
ー
ジ
参
照
）。
み
な
さ
ん

の
声
を
集
め
て
、
小
学
校
の
よ
う
な
「
学
校

調
理
」
の
あ
た
た
か
い
中
学
校
給
食
を
実
現

さ
せ
ま
し
ょ
う
。

市
内
１
カ
所
の
給
食
セ
ン
タ
ー

２
万
６
千
食
で
な
く

自
治
体
と
し
て
の
役
割
を
投
げ
捨
て

　
門
川
市
長
は
、「
毎
年
５
０
０
億
円
の
財
源
不
足
、
こ
の
ま
ま
で
は
財
政
破
綻
し
か
ね
な
い
」）

（
２
０
２
０
年
11
月
）
と
財
政
危
機
を
煽
り
、
昨
年
度
は
、
約
53
億
円
の
市
民
負
担
増
を
押
し
つ
け
ま
し

た
。
と
こ
ろ
が
、
２
０
２
１
年
度
は
実
質
１
０
２
億
円
の
黒
字
、
２
０
２
２
年
度
は
77
億
円
の
黒
字
と
な

り
ま
し
た
。
前
提
の
崩
れ
た
「
行
財
政
改
革
計
画
」
は
撤
回
し
、
市
民
負
担
増
を
元
に
戻
す
べ
き
で
す
。

門
川
市
長
「
社
会
的
課
題
の
解
決
、
こ
れ
を
税
金
で
、
公
務
員
が
、
行
政
が
や
る
と
い
う
時
代
は
終
わ
っ
て
い
る
」

（
2
0
2
0
年
9
月「
行
財
政
改
革
推
進
本
部
」で
の
幹
部
職
員
へ
の
訓
示
）

１カ所のセンターから、
毎日63校に配送！

　給食はできあがってから、２時間以
上経つと食中毒のリスクが高まります。
京都は、観光地で交通渋滞が心配です。
大規模な給食センターの自治体では、
２時間で届かないことも多発していま
す。また、配送に毎日数十台のトラッ
クが走ることになります。深刻な運転
手不足と言われる昨今、運転手は確保
できるのでしょうか。
　何より給食は、子どもたちの健やか
な成長・発達・食育の推進にとって欠
かせないものです。それを担う栄養教
諭も十分配置できなくなります。
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9 討論・意見書
9月 29日

　
と
が
し
議
員
は
、
補
正
予
算
に
は
、
福
祉
施
設
・

子
育
て
施
設
な
ど
の
運
営
費
・
食
材
費
に
対
す
る
支

援
、
学
校
給
食
食
材
費
高
騰
へ
の
対
応
な
ど
、
不
十

分
と
は
い
え
、
物
価
高
騰
の
中
で
厳
し
い
状
況
に
あ

る
市
民
・
事
業
者
の
暮
ら
し
と
生
業
を
支
え
る
う
え

で
必
要
な
も
の
で
あ
る
と
述
べ
ま
し
た
。

　
そ
の
う
え
で
、
市
長
が
「
毎
年
５
０
０
億
円
の
財

源
不
足
」「
財
政
破
綻
し
か
ね
な
い
」
と
財
政
危
機

を
煽
っ
て
強
行
し
た
「
行
財
政
改
革
計
画
」
に
よ
り

決
算
年
度
は
53
億
円
の
負
担
増
が
行
わ
れ
て
お
り
、

そ
れ
を
元
に
戻
す
べ
き
と
主
張
し
ま
し
た
。
敬
老
乗

車
証
の
負
担
金
２
倍
化
で
２
万
５
千
人
の
方
が
交
付

申
請
を
あ
き
ら
め
生
活
の
足
を
奪
わ
れ
る
事
態
が
起

こ
っ
て
い
る
こ
と
、
ま
た
民
間
保
育
園
補
助
金
を
13

億
円
も
削
減
し
た
た
め
、
３
割
の
保
育
園
で
給
与
の

引
き
下
げ
や
ボ
ー
ナ
ス
カ
ッ
ト
等
が
行
わ
れ
、
保
育

の
現
場
を
去
る
保
育
士
が
多
数
生
ま
れ
て
い
る
こ

と
を
指
摘
し
、
今
こ
そ
市
民
負
担
増
を
元
に
戻
し
、

「
行
財
政
改
革
計
画
」を
撤
回
す
べ
き
と
求
め
ま
し
た
。

　
ま
た
、
補
正
予
算
の
内
、
最
大
の
費
目
35
億
円
を

公
債
償
還
基
金
へ
の
積
み
立
て
に
充
て
て
お
り
、
計

画
的
な
積
立
は
必
要
だ
が
、
市
民
に
53
億
円
の
負
担

を
押
し
つ
け
な
が
ら
「
計
画
外
」
に
積
立
て
る
こ
と

は
や
る
べ
き
で
は
な
い
と
主
張
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
過
労
死
し
た
教
員
に
対
す
る
賠
償
に
つ
い

て
は
、
２
年
間
に
わ
た
り
超
過
勤
務
時
間
数
が
年
間

１
３
０
０
時
間
お
よ
び
１
８
０
０
時
間
と
、
過
労
死

ラ
イ
ン
を
は
る
か
に
超
え
る
過
酷
な
働
き
方
を
強
い

ら
れ
て
き
た
こ
と
が
要
因
の
一
つ
で
あ
り
、
こ
の
よ

う
な
事
態
を
二
度
と
引
き
起
こ
さ
な
い
体
制
を
つ
く

る
た
め
に
も
、
欠
員
も
見
越
し
た
職
員
採
用
と
そ
れ

に
見
合
う
財
政
措
置
を
講
じ
る
よ
う
求
め
ま
し
た
。

　
玉
本
議
員
は
、
現
在
も
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
そ

の
も
の
の
ト
ラ
ブ
ル
が
続
き
、
マ
イ
ナ
保
険
証
と
し

て
不
具
合
や
問
題
が
山
積
し
て
い
る
状
況
を
指
摘
。

カ
ー
ド
取
得
が
任
意
で
あ
る
こ
と
、
申
請
が
困
難
な

人
も
い
る
こ
と
、
協
会
け
ん
ぽ
等
の
保
険
証
番
号
約

77
万
人
分
の
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
と
の
紐
づ
け
が
済
ん
で

い
な
い
こ
と
な
ど
を
挙
げ
、
国
民
全
員
が
必
要
な
健

康
保
険
証
を
一
体
化
す
る
こ
と
自
体
に
無
理
が
あ
り
、

健
康
保
険
証
を
廃
止
す
べ
き
で
な
い
と
述
べ
ま
し
た
。

　
不
具
合
に
対
す
る
国
の
対
応
策
で
制
度
が
複
雑
に

な
る
こ
と
も
指
摘
。
現
行
の
保
険
証
存
続
こ
そ
必
要

な
医
療
を
受
け
ら
れ
る
保
障
に
な
る
と
述
べ
ま
し
た
。

　
ま
た
、「
誤
表
示
に
よ
り
窓
口
で
は
確
認
作
業
な

ど
の
業
務
が
増
加
。
患
者
と
の
ト
ラ
ブ
ル
も
生
じ
か

ね
な
い
」「
入
所
利
用
者
が
急
に
体
調
を
崩
さ
れ
た

時
の
受
診
や
、
夜
間
体
制
の
時
等
に
扱
う
の
は
困

難
」
な
ど
、
医
療
・
福
祉
現
場
か
ら
出
て
い
る
声
を

紹
介
。
感
染
症
対
策
や
日
常
業
務
に
追
わ
れ
て
い
る

医
療
現
場
で
の
混
乱
を
絶
対
に
避
け
る
こ
と
、
福
祉

現
場
に
与
え
る
影
響
も
考
慮
す
る
べ
き
だ
と
主
張
し

ま
し
た
。

　
全
自
治
体
の
４
割
超
が
保
険
証
の
廃
止
方
針
「
延

期
」
を
求
め
て
い
る
こ
と
も
踏
ま
え
、
京
都
市
及
び

京
都
市
会
も
来
年
秋
予
定
の
保
険
証
廃
止
に
ス
ト
ッ

プ
を
か
け
る
必
要
が
あ
る
と
述
べ
ま
し
た
。

77
億
円
の
黒
字
は
、
市
民
負
担
増
を
元
に
戻
し

「
行
財
政
改
革
計
画
」
は
撤
回
せ
よ

�

と
が
し
豊
議
員
が
補
正
予
算
に
反
対
討
論

請
願 

健
康
保
険
証
廃
止
の
撤
回
を�

�
�

玉
本
な
る
み
議
員
が
討
論

　
北
山
議
員
は
、
敬
老
乗
車
証
制
度
の
目

的
は
「
長
年
に
わ
た
り
社
会
に
貢
献
し
て

こ
ら
れ
た
高
齢
者
に
敬
老
の
意
を
表
す
る

と
と
も
に
、
さ
ま
ざ
ま
な
社
会
活
動
に
参

加
し
、
生
き
が
い
づ
く
り
や
介
護
予
防
に

役
立
て
て
い
た
だ
く
た
め
、
高
齢
者
の
福

祉
の
増
進
に
寄
与
す
る
こ
と
」
で
あ
り
、

高
齢
者
の
「
生
き
が
い
対
策
」
と
し
て
半

世
紀
前
に
創
設
さ
れ
「
市
民
の
宝
」
と
称

さ
れ
て
い
る
と
指
摘
。
２
０
２
１
年
秋
の

制
度
改
悪
以
来
、
改
悪
に
反
対
す
る
請

願
・
陳
情
が
３
千
件
以
上
寄
せ
ら
れ
て
い

る
こ
と
を
紹
介
。
市
民
生
活
に
と
っ
て
切

実
で
あ
る
こ
と
は
明
白
で
あ
り
昨
年
の
10

月
に
は
本
人
負
担
が
２
倍
と
な
り
２
万
５

千
人
の
方
が
申
請
を
あ
き
ら
め
ざ
る
を
得

な
い
状
態
に
追
い
込
ま
れ
、
今
回
３
倍
に

な
れ
ば
も
っ
と
増
え
る
こ
と
は
必
至
、
年

金
生
活
者
の
実
態
を
見
な
い
京
都
市
に
怒

り
が
広
が
っ
て
い
る
と
批
判
し
ま
し
た
。

　
同
様
の
制
度
が
実
施
さ
れ
て
い
る
名
古

屋
市
で
は
本
人
負
担
の
最
高
は
５
千
円
、

京
都
市
の
最
低
負
担
が
９
千
円
、
最
高
は

４
万
５
千
円
で
今
回
の
改
悪
は
あ
ま
り
に

も
ひ
ど
い
も
の
と
批
判
し
ま
し
た
。

　
昨
年
度
77
億
円
の
黒
字
、
一
昨
年
の
１

０
２
億
円
の
実
質
黒
字
と
あ
わ
せ
る
と
、

毎
年
５
０
０
億
円
、
５
年
で
２
８
０
０
億

円
の
財
源
不
足
と
し
た
「
行
財
政
改
革
計

画
」
の
前
提
は
完
全
に
失
わ
れ
て
お
り
、

敬
老
乗
車
証
制
度
を
元
に
戻
す
こ
と
を
求

め
る
べ
き
と
主
張
し
ま
し
た
。

請
願 

敬
老
乗
車
証
制
度
を
元
に
戻
せ

�

北
山
た
だ
お
議
員
が
討
論

9 月市会での請願審査の結果　請願に対する態度　○＝賛成、×＝反対

件　名 審議結果 共産 自民 維京国 公明 立憲 民主 無所属

健康保険証廃止の撤回の要請 不採択 〇 × × × × × 〇

敬老乗車証制度の交付基準の見直し 不採択 〇 × × × × × 〇
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加藤 あい 議員

加藤あい議員は、10月3日に開かれた本会議で、
日本共産党を代表して質問を行いました。

　
加
藤
あ
い
議
員
は
、
市
長
が
「
リ
ー
マ
ン
シ

ョ
ッ
ク
な
み
の
落
ち
込
み
」「
５
０
０
億
円
の

財
源
不
足
」「
こ
の
ま
ま
で
は
財
政
破
綻
し
か

ね
な
い
」
と
市
民
に
痛
み
を
押
し
付
け
る
「
行

財
政
改
革
計
画
」
を
進
め
て
き
た
が
77
億
円
の

黒
字
で
あ
っ
た
と
指
摘
。
市
民
は
コ
ロ
ナ
禍
と

物
価
高
騰
に
加
え
て
負
担
押
し
つ
け
の
３
重
苦

だ
と
述
べ
、
見
込
み
ち
が
い
だ
っ
た
こ
と
を
認

め
て
、「
行
財
政
改
革
計
画
」
は
撤
回
し
、
市

民
へ
還
元
す
る
こ
と
に
こ
そ
真
っ
先
に
着
手
す

べ
き
と
迫
り
ま
し
た
。

　
そ
の
上
で
、
門
川
市
政
16
年
に
つ
い
て
、
①

京
都
の
豊
か
な
福
祉
や
子
育
て
施
策
を
大
き
く

掘
り
崩
し
て
き
た
こ
と
、
②
外
部
資
本
の
呼
び

込
み
・
優
遇
と
、
過
大
投
資
優
先
で
、
京
都
の

ま
ち
と
景
観
を
壊
し
、
京
都
経
済
の
低
迷
を
招

い
た
こ
と
、
の
２
点
を
指
摘
し
ま
し
た
。「
社

会
的
課
題
の
解
決
、
こ
れ
を
税
金
で
、
公
務
員

が
、
行
政
が
や
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う

時
代
は
終
わ
っ
て
い
る
」
と
、
コ
ロ
ナ
禍
の
真

っ
最
中
に
「
公
共
」
投
げ
捨
て
を
宣
言
し
、
公

共
施
設
廃
止
、
補
助
金
削
減
、
業
務
の
集
約
・

委
託
化
、
負
担
増
、
職
員
削
減
等
を
実
施
し
、

学
校
跡
地
に
は
次
々
ホ
テ
ル
を
建
設
、
市
庁
舎

整
備
３
７
０
億
円
、
芸
大
再
整
備
３
０
５
億
円

な
ど
予
定
通
り
進
め
、
ム
ダ
と
環
境
破
壊
の
北

陸
新
幹
線
京
都
延
伸
な
ど
国
家
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

を
推
進
し
て
い
る
姿
勢
を
批
判
し
ま
し
た
。

　
市
長
は
、「
全
国
ト
ッ
プ
レ
ベ
ル
の
独
自
施

策
」「
未
来
に
責
任
を
持
つ
改
革
」
だ
な
ど
と

強
弁
。
依
然
油
断
で
き
な
い
状
況
だ
と
主
張
し
、

さ
ら
な
る
「
改
革
」
実
施
を
行
う
と
述
べ
ま
し

た
。求

め
ら
れ
る
３
つ
の
「
改
革
」

　
加
藤
議
員
は
、
求
め
ら
れ
る
３
つ
の
改
革
と

し
て
「
ム
ダ
な
大
型
公
共
事
業
の
中
止
と
大
規

模
公
共
事
業
の
見
直
し
」「
応
能
負
担
原
則
に

た
っ
た
税
収
増
加
策
の
検
討
」「
暮
ら
し
・
子

育
て
応
援
で
財
政
基
盤
を
強
め
る
好
循
環
の
自

治
体
づ
く
り
」
を
提
言
し
ま
し
た
。
北
陸
新
幹

線
京
都
地
下
延
伸
計
画
は
き
っ
ぱ
り
中
止
、
１

号
線
・
９
号
線
バ
イ
パ
ス
、
堀
川
地
下
バ
イ
パ

ス
、
環
状
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
、
官
民
共
同
ア
リ
ー

ナ
事
業
な
ど
の
再
検
討
を
求
め
ま
し
た
。
さ
ら

に
法
人
市
民
税
の
法
定
上
限
ま
で
の
引
き
上
げ
、

「
行
財
政
改
革
計
画
」
で
削
減
し
た
53
億
円
の

サ
ー
ビ
ス
を
も
と
に
戻
し
、
18
歳
ま
で
の
医
療

費
ゼ
ロ
と
学
校
調
理
の
中
学
校
給
食
実
施
と
給

食
費
無
償
化
、
返
さ
な
く
て
よ
い
奨
学
金
制
度
、

公
共
工
事
に
携
わ
る
現
場
労
働
者
の
賃
金
引
き

上
げ
等
で
好
循
環
の
自
治
体
づ
く
り
を
訴
え
ま

し
た
。

　
坂
越
副
市
長
は
、「
北
陸
新
幹
線
、
１
号
・

９
号
バ
イ
パ
ス
、
堀
川
地
下
バ
イ
パ
ス
は
必
要

で
、
市
民
の
豊
か
さ
に
つ
な
が
る
」
と
強
弁
し
、

「
地
方
負
担
の
極
小
化
や
整
備
手
法
の
工
夫
を

求
め
る
」
と
述
べ
る
な
ど
、
ム
ダ
な
大
型
事
業

推
進
の
姿
勢
を
示
し
ま
し
た
。

保
健
所
・
公
衆
衛
生
体
制
の 

検
証
と
強
化
を

　
加
藤
議
員
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
で
は
、
京
都
市
で
第
６
波
以
降
だ
け
で
も
亡

く
な
ら
れ
た
方
は
８
５
９
人
、
高
齢
者
施
設
内

で
は
１
３
６
人
に
も
上
っ
た
と
指
摘
。
新
た
な

犠
牲
者
を
出
さ
な
い
た
め
に
、
医
療
・
介
護
・

公
衆
衛
生
体
制
を
発
展
さ
せ
る
べ
き
と
強
調
し
、

コ
ロ
ナ
対
応
に
あ
た
っ
た
職
員
は
も
と
よ
り
、

医
療
関
係
者
・
専
門
家
の
意
見
を
聞
き
多
角
的

に
対
応
方
策
を
検
討
し
、
命
を
守
る
た
め
に
全

力
を
あ
げ
る
よ
う
求
め
ま
し
た
。

障
害
者
福
祉
計
画
の
改
定
に
あ
た
り
、

ふ
さ
わ
し
い
目
標
設
定
と
支
援
を

　
加
藤
議
員
は
、
障
害
児
・
者
の
ケ
ア
を
家
族

が
担
う
構
造
は
変
わ
っ
て
お
ら
ず
、
社
会
資
源

が
決
定
的
に
不
足
し
て
い
る
と
指
摘
。「
障
害

者
福
祉
計
画
・
ほ
ほ
え
み
プ
ラ
ン
」
改
定
に
あ

た
っ
て
、
待
機
者
を
直
ち
に
解
消
す
る
た
め
の

目
標
を
盛
り
込
む
こ
と
、
医
療
的
ケ
ア
も
含
む

シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
に
つ
い
て
も
不
足
し
て
お
り

改
善
を
求
め
ま
し
た
。

　
保
健
福
祉
局
長
は
、
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
に
つ

い
て
「
十
分
な
量
の
確
保
が
必
要
」
で
あ
り

「
整
備
を
加
速
化
す
る
」、
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
に

つ
い
て
も
「
必
要
な
と
き
に
利
用
で
き
る
取
り

組
み
を
進
め
る
」
と
答
弁
し
ま
し
た
。

左
京
区
養
正
市
営
住
宅
の
建
替
え

に
つ
い
て

　
加
藤
議
員
は
、
養
正
市
営
団
地
の
「
団
地
再

生
計
画
」
に
基
づ
く
建
替
え
事
業
に
つ
い
て
、

狭
小
住
宅
で
な
く
、
43
㎡
以
上
を
確
保
し
た
上

で
、
低
廉
な
家
賃
で
豊
か
な
住
ま
い
、
若
い
人

か
ら
高
齢
者
ま
で
多
様
な
世
帯
が
住
み
続
け
ら

れ
る
ま
ち
づ
く
り
を
と
訴
え
ま
し
た
。

　
都
市
計
画
局
長
が
「
国
の
公
営
住
宅
等
の
面

積
水
準
25
㎡
を
上
回
っ
て
い
る
」
と
答
弁
し
た

た
め
、
終
了
本
会
議
で
問
題
を
指
摘
し
ま
し
た
。

生
活
保
護
・
生
活
支
援
、 

不
登
校
児
童
生
徒
支
援
の
強
化
を

　
加
藤
議
員
は
、
酷
暑
と
物
価
高
騰
の
中
で
、

ク
ー
ラ
ー
の
買
い
替
え
や
修
理
も
支
給
対
象
と

す
る
な
ど
生
活
保
護
の
改
善
や
、
非
課
税
世
帯

も
含
め
た
電
気
代
支
援
や
水
道
料
金
・
下
水
道

使
用
料
の
減
免
を
求
め
ま
し
た
。

　
校
内
フ
リ
ー
ス
ク
ー
ル
の
設
置
と
と
も
に
、

不
登
校
児
童
生
徒
の
た
め
の
学
校
を
さ
ら
に
市

内
各
地
に
開
設
す
る
こ
と
、
フ
リ
ー
ス
ク
ー
ル

利
用
へ
の
支
援
な
ど
保
護
者
の
負
担
を
減
ら
し

子
ど
も
た
ち
の
学
ぶ
機
会
を
確
保
す
る
た
め
の

施
策
の
検
討
を
求
め
ま
し
た
。

「
公
共
」の
投
げ
捨
て
で
市
民
に
負
担
押
し
つ
け
た

門
川
市
政
16
年

福
祉
、医
療
衛
生
、教
育
の
充
実
こ
そ
進
め
る
べ
き

２
０
２
２
年
度
決
算 

77
億
円
の
黒
字
は
市
民
に
還
元
を
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河合 ようこ 議員

　
河
合
よ
う
こ
議
員
は
、
ま
ず
、
77
億
円
の
黒

字
決
算
の
下
で
も
敬
老
乗
車
証
の
市
民
負
担
や

民
間
保
育
園
へ
の
補
助
金
13
億
円
の
削
減
の
見

直
し
を
拒
否
す
る
市
長
を
批
判
し
、
市
民
の
願

い
や
苦
労
に
心
を
寄
せ
、
住
民
福
祉
の
向
上
を

第
一
に
考
え
る
べ
き
と
質
問
し
ま
し
た
。

中
小
企
業
支
援
は
消
費
税
の
減
税

と
イ
ン
ボ
イ
ス
中
止
こ
そ

　
河
合
議
員
は
、
全
国
で
企
業
倒
産
が
前
年
同

月
を
17
カ
月
連
続
で
上
回
り
、
新
た
な
増
税
を

課
す
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
が
強
行
さ
れ
た
も
と
、

国
に
対
し
、
早
急
に
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
の
中
止

と
消
費
税
の
引
下
げ
を
セ
ッ
ト
で
求
め
る
べ
き

と
質
し
ま
し
た
。
岡
田
副
市
長
は
、「
消
費
税

は
社
会
保
障
の
財
源
を
安
定
的
に
確
保
し
、
イ

ン
ボ
イ
ス
制
度
も
適
正
な
課
税
を
確
保
す
る
た

め
」
と
業
者
の
願
い
に
背
を
向
け
ま
し
た
。

民
間
保
育
園
へ
の
補
助
金
を

元
に
戻
せ

　
河
合
議
員
は
、
市
長
が
民
間
保
育
園
等
の
職

員
給
与
に
係
る
補
助
金
を
13
億
円
も
減
ら
し
た

結
果
、
保
育
の
質
に
関
わ
る
事
態
や
、
少
な
く

と
も
３
割
の
保
育
園
等
で
２
年
連
続
給
料
引
き

下
げ
が
起
こ
っ
て
い
る
と
指
摘
。「
補
助
金
は

少
な
く
と
も
一
昨
年
並
み
に
早
急
に
戻
せ
」
と

迫
り
ま
し
た
。
市
長
は
、「
補
助
額
を
増
や
し
、

各
園
の
実
状
に
応
じ
た
対
応
を
可
能
と
し
て
い

く
」
と
答
え
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
で
し
た
。

学
童
保
育
の
「
す
し
詰
め
状
態
」

の
解
消
を

　
河
合
議
員
は
、
学
童
保
育
現
場
の
視
察
体
験

も
踏
ま
え
、
児
童
が
「
ゆ
っ
た
り
静
か
に
過
ご

す
場
所
も
な
い
」
と
実
態
を
示
し
、
そ
の
原
因

と
し
て
、
登
録
児
童
数
を
基
準
と
せ
ず
、
出
席

率
で
ク
ラ
ス
数
や
指
導
員
数
を
算
定
し
て
い
る

問
題
を
指
摘
し
（
グ
ラ
フ
）、
改
善
を
求
め
ま
し

た
。
ま
た
、
京
都
府
中
央
労
働
委
員
会
の
命
令

に
従
わ
ず
、
労
働
組
合
と
の
団
体
交
渉
を
拒
む

不
当
労
働
行
為
を
批
判
し
ま
し
た
。
子
ど
も
若

者
は
ぐ
く
み
局
長
は
「
国
の
考
え
方
に
適
っ
た

も
の
。
新
た
な
学
童
保
育
所
の
整
備
は
考
え
て

い
な
い
」「
労
働
組
合
と
は
係
争
中
で
あ
り
、
団

体
交
渉
に
は
応
じ
て
い
な
い
」と
答
弁
し
ま
し
た
。

敬
老
乗
車
証
制
度
の
対
象
と

負
担
金
を
元
に
戻
せ

　
河
合
議
員
は
、
昨
年
、
本
年
と
連
続
し
て
改

悪
さ
れ
た
敬
老
乗
車
証
制
度
に
つ
い
て
、
負
担

増
で
利
用
を
諦
め
た
高
齢
者
の
声
な
ど
、
党
議

員
団
が
取
り
組
ん
だ
ア
ン
ケ
ー
ト
に
寄
せ
ら
れ

た
声
を
示
し
、
同
制
度
が
果
た
し
て
い
る
大
き

な
効
果
に
つ
い
て
名
古
屋
市
の
事
例
も
含
め
て

紹
介
。「
高
齢
者
の
社
会
参
加
を
支
援
し
、
高

齢
者
の
福
祉
の
増
進
に
寄
与
す
る
」
と
い
う
制

度
の
趣
旨
に
逆
行
し
て
い
る
と
批
判
し
、
改
悪

前
に
戻
す
よ
う
求
め
ま
し
た
。
保
健
福
祉
局
長

は
、「
制
度
を
将
来
に
わ
た
っ
て
続
け
て
い
く

た
め
に
見
直
し
た
」
等
高
齢
者
の
思
い
に
背
を

向
け
た
答
弁
に
終
始
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
す
べ
て
の
民
間
バ
ス
に
敬
老
乗
車
証

が
使
え
る
よ
う
に
求
め
ま
し
た
。

市
バ
ス
運
賃
値
上
げ
は
撤
回
を

　
河
合
議
員
は
、
一
般
会
計
か
ら
繰
り
入
れ
し

て
で
も
市
バ
ス
運
賃
の
値
上
げ
方
針
は
撤
回
す

べ
き
と
求
め
ま
し
た
。
交
通
局
長
は
、「
運
賃

改
定
を
見
込
ま
ざ
る
を
得
な
い
状
況
。
運
賃
改

定
は
﹃
最
後
の
手
段
﹄
と
経
営
改
善
に
取
り
組

ん
で
い
る
」
と
答
弁
し
ま
し
た
。

西
京
区
・
洛
西
地
域
の
ま
ち
づ
く

り
に
市
は
責
任
を
果
た
せ

　
河
合
議
員
は
、
い
ま
暮
ら
し
て
い
る
住
民
が

安
心
し
て
住
め
る
洛
西
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
に
す
る

た
め
に
、
公
共
交
通
の
拡
充
、
医
療
・
福
祉
の

確
保
、
市
営
住
宅
の
改
善
、
公
園
整
備
な
ど
重

要
な
課
題
を
一
つ
ず
つ
示
し
、
京
都
市
の
責
任

で
解
決
す
る
よ
う
求
め
ま
し
た
。

　
坂
越
副
市
長
は
、「
持
続
可
能
な
交
通
体
系
、

ダ
イ
ヤ
・
運
賃
も
含
め
利
便
性
向
上
を
検
討

し
て
い
る
」「
ラ
ク
セ
ー
ヌ
に
医
療
モ
ー
ル
が

進
出
予
定
」。
市
営
住
宅
全
体
の
エ
レ
ベ
ー
タ

ー
・
シ
ャ
ワ
ー
設
置
に
は
言
及
せ
ず
、「
空
き

住
戸
を
民
間
事
業
者
が
改
修
し
、
所
得
制
限
無

し
で
子
育
て
世
帯
等
へ
貸
し
出
す
」。
芸
大
跡

地
は
、「
タ
ウ
ン
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
な
ど
で
意
見

を
聞
き
な
が
ら
、
現
在
事
業
者
提
案
を
広
く
募

集
」
等
、
小
手
先
の
施
策
し
か
答
弁
で
き
ま
せ

ん
で
し
た
。

香
害
・
化
学
物
質
過
敏
症
の

実
態
把
握
と
対
策
を

　
河
合
議
員
は
、
香
害
・
化
学
物
質
過
敏
症
の

方
が
増
え
て
お
り
、
学
校
に
通
え
な
い
な
ど
学

ぶ
権
利
に
も
関
わ
る
重
大
な
問
題
に
な
っ
て
い

る
と
指
摘
。
化
学
物
質
過
敏
症
に
つ
い
て
の
全

市
立
小
中
学
校
の
保
護
者
へ
の
調
査
の
実
施
や

本
市
の
相
談
窓
口
の
設
置
、
根
本
的
な
対
策
へ

国
に
人
工
香
料
な
ど
の
規
制
等
を
行
う
よ
う
要

請
す
る
こ
と
を
求
め
ま
し
た
。

　
教
育
長
は
、
化
学
物
質
・
香
害
ア
レ
ル
ギ
ー

等
が
あ
る
児
童
は
、「
健
康
調
査
票
」
等
を
も

と
に
把
握
し
、
給
食
エ
プ
ロ
ン
を
別
に
用
意
、

対
策
を
施
し
た
教
科
書
に
変
更
す
る
な
ど
き
め

細
か
に
支
援
し
て
い
る
」「
さ
ら
に
幅
広
く
把

握
で
き
る
よ
う
に
調
査
方
法
に
つ
い
て
検
討
し

て
い
る
」
等
と
答
弁
し
ま
し
た
。

市
民
、
子
育
て
世
代
、
高
齢
者
、
中
小
企
業
の

声
を
聞
く
市
政
へ
の
転
換
を

河合ようこ議員は、10月3日に開かれた本会議で、
日本共産党を代表して質問を行いました。
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えもと かよこ 議員

全
員
制
中
学
校
給
食
は

子
ど
も
を
ま
ん
中
に

小
学
校
の
よ
う
な
給
食
を

　
え
も
と
か
よ
こ
議
員
は
、「
選
択
制
」

の
中
学
校
給
食
は
子
ど
も
が
嫌
が
り
、
子

育
て
し
に
く
い
と
言
わ
れ
る
大
き
な
原
因

だ
と
指
摘
。「
市
民
を
本
当
に
待
た
せ
て

し
ま
っ
た
」「
今
度
こ
そ
、
コ
ス
ト
重
視

で
は
な
く
、
子
ど
も
を
真
ん
中
に
し
た
良

い
給
食
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
全
力
を
尽

く
す
市
長
の
決
意
を
」
と
強
く
迫
り
ま
し
た
。

　
市
長
は
、「
持
続
可
能
で
最
適
な
給
食
の
実

施
」
と
答
弁
し
、
子
ど
も
に
最
善
を
尽
く
す
決

意
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

給
食
の
民
間
調
理
場
方
式
の

問
題
点

　
党
議
員
団
の
中
学
校
給
食
の
ア
ン
ケ
ー
ト
で

は
、
実
施
方
式
に
つ
い
て
「
学
校
調
理
方
式
」

を
選
ん
だ
回
答
が
85
・
８
％
（
グ
ラ
フ
）
で
あ

っ
た
こ
と
を
強
調
。「
小
学
校
の
給
食
が
お
い

し
い
の
は
、
児
童
の
身
近
で
調
理
さ
れ
、
出
来

立
て
を
食
べ
る
か
ら
で
は
な
い
か
」、「
セ
ン
タ

ー
や
民
間
調
理
場
方
式
は
、
調
理
か
ら
喫
食
ま

で
に
時
間
が
か
か
り
、
食
中
毒
発
生
時
の
リ
ス

ク
が
大
き
い
」、
ホ
ー
ユ
ー
の
営
業
停
止
を
示

し
「
民
間
調
理
場
方
式
は
、
不
安
定
で
は
な
い

か
」
と
質
し
ま
し
た
。

　
教
育
長
は
、「
他
都
市
の
一
事
例
を
も
っ
て
、

民
間
調
理
場
方
式
が
不
安
定
と
判
断
す
る
の
は

妥
当
で
な
い
」
な
ど
と
答
弁
し
ま
し
た
。

食
育
の
充
実
と

栄
養
教
諭
の
配
置

　﹃
栄
養
教
諭
﹄
の
配
置
に
つ
い
て
は
、
生
徒

数
５
５
０
人
以
上
に
１
名
で
あ
る
自
校
方
式
に

対
し
、
セ
ン
タ
ー
方
式
で
は
生
徒
数
１
５
０
０

人
以
下
に
１
名
と
非
常
に
少
な
い
問
題
を
指
摘
。

１
校
に
１
名
の
栄
養
教
諭
を
と
主
張
し
、「
食

育
の
充
実
」
と
「
栄
養
教
諭
の
配
置
」
は
、
セ

ッ
ト
で
考
え
る
べ
き
だ
と
質
し
ま
し
た
。

　
教
育
長
は
、
国
の
栄
養
教
諭
の
定
数
が
「
い

ず
れ
の
方
式
で
も
１
校
１
名
と
は
な
ら
な
い
」

な
ど
と
定
数
問
題
に
す
り
替
え
ま
し
た
。

有
機
・
府
内
産
給
食
と
無
償
化
を

　
全
国
で
オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
給
食
が
広
が
っ
て
い

る
こ
と
を
木
更
津
市
へ
の
独
自
調
査
を
も
と
に

質
問
。
統
一
献
立
、
一
括
購
入
で
な
く
、
献
立

や
食
材
調
達
の
分
散
化
を
要
求
し
ま
し
た
。

　
給
食
費
の
無
償
化
に
つ
い
て
は
、
子
育
て

が
経
済
的
に
も
「
本
当
に
し
ん
ど
い
」
と
い

う
市
民
の
悲
鳴
を
代
弁
。「
京
都
市
の
年
間
予

算
０
・
５
％
で
実
現
で
き
る
」
こ
と
を
示
し
、

「
市
独
自
に
無
償
化
を
」
と
求
め
ま
し
た
。

　
教
育
長
は
、「
献
立
や
調
達
の
細
分
化
は
コ

ス
ト
増
に
繋
が
る
」、
無
償
化
は
「
国
の
責
任

で
制
度
を
構
築
す
べ
き
」
と
冷
た
い
答
弁
を
行

い
ま
し
た
。

災
害
時
の
為
に
も
給
食
施
設
設
置
を

　
中
学
校
へ
の
給
食
施
設
の
必
要
性
に
つ
い
て

は
、
災
害
時
に
道
路
の
寸
断
で
食
料
の
配
送
が

で
き
な
い
場
合
で
も
温
か
い
炊
き
出
し
が
で
き

る
こ
と
、
内
閣
府
の
避
難
所
の
給
食
施
設
活
用

の
事
務
連
絡
の
重
要
性
を
示
し
、
給
食
施
設
の

設
置
と
体
制
づ
く
り
を
要
求
し
ま
し
た
。

　
教
育
長
は
、
災
害
時
に
給
食
調
理
室
の
大
型

調
理
器
具
を
「
地
域
住
民
等
が
取
扱
う
の
は
難

し
い
」
な
ど
と
答
弁
し
ま
し
た
。

男
女
格
差
の
是
正
に
つ
い
て

　
男
女
の
賃
金
格
差
が
女
性
の
低
年
金
に
つ
な

が
っ
て
い
る
問
題
に
つ
い
て
は
、
京
都
市
が
男

女
の
賃
金
格
差
を
な
く
す
モ
デ
ル
と
な
る
よ
う

訴
え
、
女
性
の
役
職
者
が
少
な
い
こ
と
を
指
摘
。

管
理
職
で
も
実
際
に
休
暇
取
得
や
土
日
出
勤
の

振
替
え
が
で
き
る
こ
と
、
残
業
を
な
く
す
こ
と
、

人
減
ら
し
で
は
女
性
管
理
職
も
増
え
な
い
こ
と
、

産
休
・
育
休
等
の
代
替
え
は
、
正
職
員
に
す
べ

き
で
あ
る
こ
と
を
求
め
ま
し
た
。

防
災
の
現
場
に
女
性
リ
ー
ダ
ー
を

　
災
害
時
の
避
難
所
で
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
が
守
ら

れ
な
い
こ
と
や
性
暴
力
被
害
な
ど
、
女
性
が
苦

し
ん
で
き
た
問
題
に
つ
い
て
、
災
害
時
に
い
ろ

ん
な
場
面
で
物
事
を
決
め
る
場
に
女
性
リ
ー
ダ

ー
が
必
要
と
主
張
。
防
災
・
危
機
管
理
部
局
の

女
性
職
員
は
１
名
で
、
そ
の
割
合
は
「
政
令
市

で
最
下
位
」
で
あ
る
こ
と
を
示
し
、
女
性
職
員

を
増
や
す
べ
き
だ
と
質
し
ま
し
た
。

　
監
察
官
は
、「
女
性
を
初
め
多
様
な
視
点
を

市
政
に
反
映
さ
せ
る
こ
と
は
重
要
」「
適
材
適

所
の
配
置
に
努
め
る
」
と
答
弁
し
ま
し
た
。

先
生
た
り
な
い
問
題
と

長
時
間
労
働

　
京
都
市
の
教
員
が
年
間
約
１
８
０
０
時
間
も

の
長
時
間
労
働
の
末
、
過
労
死
さ
れ
る
な
ど
過

酷
な
長
時
間
労
働
や
「
給
特
法
」
に
よ
り
残
業

手
当
が
支
給
さ
れ
な
い
こ
と
な
ど
が
、
学
生
の

教
員
志
望
を
あ
き
ら
め
る
大
き
な
要
因
と
な
っ

て
い
る
問
題
を
上
げ
、
市
独
自
で
教
員
を
増
や

す
こ
と
、
教
員
一
人
ず
つ
の
持
ち
時
間
数
を
減

ら
す
こ
と
な
ど
市
長
の
決
意
を
求
め
ま
し
た
。

　
教
育
長
は
、
市
独
自
に
教
員
を
増
や
す
こ
と

に
全
く
触
れ
な
い
答
弁
を
行
い
ま
し
た
。

全
員
制
中
学
校
給
食
は
セ
ン
タ
ー
方
式
で
な
く

「
学
校
調
理
」で
実
施
を

男
女
賃
金
格
差
の
是
正
へ
。市
の
管
理
職
の
休
暇
取
得
を

えもとかよこ議員は、10月3日に開かれた本会議で、
日本共産党を代表して質問を行いました。

全員制中学校給食の実施方式
アンケート結果

センター方式
9.7%

デリバリー方式
（現行の弁当給食）

4.5%

学校調理方式

85.8%
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市長総括質疑 1日目
10月19日決算特別委員会

　
西
野
議
員
は
、
市
長
が
コ
ロ
ナ
禍
と
い
う
大
惨
事
に

便
乗
し
、
普
段
な
ら
到
底
で
き
な
い
市
民
へ
の
痛
み
を

押
し
付
け
強
行
し
た
と
指
摘
。
53
億
円
の
市
民
負
担
増

の
復
元
を
求
め
ま
し
た
。
市
長
は
、「
油
断
で
き
る
状

況
で
は
な
い
」
と
答
弁
。
西
野
議
員
は
、「
コ
ロ
ナ
禍

と
い
う
住
民
の
命
と
暮
ら
し
が
危
機
に
さ
ら
さ
れ
て
い

る
と
き
に
は
、
何
を
置
い
て
で
も
公
共
性
の
発
揮
、
す

な
わ
ち
、
住
民
サ
ー
ビ
ス
を
む
し
ろ
向
上
さ
せ
て
市
民

を
支
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
市
民
へ
の
痛
み
押
し
付

け
を
撤
回
す
べ
き
だ
」
と
主
張
し
ま
し
た
。

　
西
野
議
員
は
、
本
来
京
都
市
が
責
任
を
持
つ
べ
き
業

務
ま
で
民
間
に
丸
投
げ
し
、
本
来
必
要
の
な
か
っ
た
税

負
担
が
発
生
す
る
等
の
問
題
を
追
及
。「
民
間
の
儲
け

を
優
先
に
し
て
い
た
の
で
は
、
市
民
生
活
に
責
任
が
持

て
な
く
な
る
。
公
の
責
任
を
見
失
っ
て
は
い
け
な
い
」

と
批
判
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
西
野
議
員
は
、「
当
面
で
き
る
税
収
の
増
加

策
に
早
急
に
着
手
す
べ
き
」
と
大
企
業
へ
の
応
能
負
担

な
ど
で
55
億
８
４
０
０
万
円
税
収
確
保
を
求
め
ま
し
た
。

市
長
は
「
法
人
税
の
応
能
負
担
に
つ
い
て
は
国
の
制

度
」
等
と
背
を
向
け
ま
し
た
。

　
と
が
し
議
員
は
、
気
候
危
機
打
開
に
向
け
、
世
界
的

に
も
も
っ
と
危
機
感
を
高
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
局
面

に
あ
り
、「
２
０
３
０
年
46
％
削
減
を
経
て
２
０
５
０

年
温
室
効
果
ガ
ス
排
出
正
味
ゼ
ロ
を
目
指
す
」
と
い
う

京
都
市
の
目
標
を
達
成
し
た
と
し
て
も
危
機
は
打
開
で

き
な
い
状
況
に
あ
る
と
指
摘
。
目
標
を
引
き
上
げ
、
目

標
達
成
に
必
要
な
追
加
対
策
を
計
画
に
盛
り
込
む
よ
う

求
め
ま
し
た
。
副
市
長
は
「
今
の
目
標
を
着
実
に
達
成

す
る
こ
と
に
全
力
を
集
中
し
た
い
」
と
の
答
弁
に
と
ど

ま
り
ま
し
た
。

　
と
が
し
議
員
は
、
防
災
対
策
に
つ
い
て
、
従
来
の
想

定
を
超
え
る
豪
雨
災
害
や
異
常
な
酷
暑
の
も
と
、
避
難

所
と
な
る
学
校
体
育
館
に
、
太
陽
光
発
電
な
ど
を
取
り

入
れ
た
冷
暖
房
の
導
入
を
求
め
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
職

員
削
減
を
や
め
、
各
避
難
所
に
職
員
を
配
置
す
る
こ
と

が
可
能
な
職
員
体
制
の
確
保
を
求
め
ま
し
た
。

　
副
市
長
は
、
ま
ず
は
普
通
教
室
の
空
調
整
備
を
優
先
、

局
・
区
を
越
え
た
応
援
体
制
を
組
ん
で
い
る
と
答
弁
し

ま
し
た
。

　
と
が
し
議
員
は
、
大
型
公
共
投
資
の
在
り
方
に
つ
い

て
徹
底
的
に
見
直
し
、
ム
ダ
な
公
共
投
資
で
あ
る
北
陸

新
幹
線
延
伸
計
画
の
中
止
を
求
め
ま
し
た
。

　
く
ら
た
議
員
は
、
市
民
と
合
意
し
て
き
た
「
新
景
観

政
策
」
を
わ
ず
か
15
年
で
骨
抜
き
に
し
た
市
長
の
責
任

は
重
大
だ
と
批
判
。
相
国
寺
北
門
前
・
仁
和
寺
門
前
ホ

テ
ル
計
画
、
昨
年
推
進
し
た
都
市
計
画
の
見
直
し
、
ら

く
な
ん
進
都
や
洛
西
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
な
ど
、
市
民
の
声

を
反
映
し
て
住
環
境
を
守
る
ま
ち
づ
く
り
を
求
め
ま
し

た
。
副
市
長
は
「
保
全
・
再
生
一
辺
倒
で
始
ま
っ
た
政

策
で
は
な
い
。
景
観
の
骨
格
を
守
っ
た
上
で
の
都
市
計

画
の
見
直
し
」「
地
域
の
声
を
聞
い
て
い
る
」
と
強
弁

し
ま
し
た
。

　
交
通
不
便
地
域
対
策
に
つ
い
て
、
市
の
責
任
で
民
間

事
業
者
へ
の
支
援
を
行
う
と
と
も
に
、
国
に
踏
み
込
ん

だ
要
望
を
す
る
べ
き
だ
と
求
め
ま
し
た
。
副
市
長
は

「
財
政
面
・
運
営
面
な
ど
寄
り
添
っ
た
対
応
を
続
け
る
。

地
域
公
共
交
通
計
画
に
交
通
不
便
地
域
対
策
を
し
っ
か

り
位
置
付
け
る
。
国
に
は
財
政
支
援
や
人
手
不
足
対
策

等
を
求
め
て
い
き
た
い
」
と
答
弁
し
ま
し
た
。

　
市
営
住
宅
に
か
か
わ
っ
て
、
居
住
の
権
利
を
脅
か
す

市
営
住
宅
の
家
賃
減
免
制
度
改
悪
、
団
地
再
生
事
業
で

狭
い
居
住
面
積
に
し
て
い
る
こ
と
を
批
判
。「
住
ま
い

は
人
権
」
の
立
場
で
よ
り
よ
い
住
宅
環
境
整
備
を
図
る

た
め
、
住
民
と
合
意
で
き
る
計
画
へ
の
見
直
し
を
要
望

し
ま
し
た
。

　
山
田
議
員
は
、
京
都
の
経
済
・
暮
ら
し
を
支
え
る
零

細
事
業
者
が
物
価
高
騰
の
影
響
を
受
け
て
い
る
に
も
か

か
わ
ら
ず
、
商
工
振
興
対
策
費
は
64
億
円
に
過
ぎ
な
い

と
指
摘
。
全
事
業
者
対
象
の
補
正
予
算
を
組
む
よ
う
求

め
ま
し
た
。
商
業
振
興
・
伝
統
産
業
振
興
の
３
倍
を

超
え
る
７
億
46
百
万
円
を
観
光
振
興
に
充
て
て
い
る

が
、
本
市
の
税
収
に
結
び
付
い
て
い
な
い
実
態
を
明
ら

か
に
し
ま
し
た
。
中
小
企
業
支
援
に
つ
い
て
「
自
治
体

の
財
政
力
に
差
が
あ
り
、
国
に
お
い
て
実
施
さ
れ
る
も

の
」
と
国
待
ち
で
は
な
く
、
伝
統
産
業
・
中
小
企
業
を

本
市
が
直
接
支
援
す
る
よ
う
求
め
ま
し
た
。
特
に
個
人

商
店
へ
の
影
響
が
大
で
、
猛
暑
や
資
材
高
で
野
菜
が
高

騰
、
そ
の
上
予
約
相
対
取
引
で
セ
リ
前
に
７
割
を
ス
ー

パ
ー
が
買
い
占
め
、
個
人
小
売
商
店
は
不
公
平
な
状
態

に
な
っ
て
い
る
と
し
て
実
態
調
査
を
求
め
ま
し
た
。
岡

田
副
市
長
は
一
般
論
の
答
弁
に
終
始
し
ま
し
た
。

　「
商
業
集
積
ガ
イ
ド
プ
ラ
ン
」
は
大
型
店
売
り
場
面

積
上
限
を
指
定
す
る
だ
け
、
商
業
集
積
ゾ
ー
ン
や
、
高

度
集
積
地
区
で
は
上
限
規
制
す
ら
な
い
と
指
摘
。
量
販

店
出
店
に
つ
い
て
は
商
業
調
整
が
必
要
と
質
し
、
物
価

高
騰
対
策
と
し
て
一
番
効
果
の
あ
る
消
費
税
の
減
税
と
、

イ
ン
ボ
イ
ス
の
撤
回
を
国
に
求
め
ま
し
た
。

西野さち子
議員

コ
ロ
ナ
禍
に
便
乗
し
た
「
行
財
政
改
革
計
画
」
は
撤
回
し

市
民
の
命
と
暮
ら
し
を
守
れ

気
候
危
機
打
開
へ
、
積
極
的
な
目
標
を
掲
げ
、
着
実
な
達
成
を

とがし豊
議員

都
市
計
画
、
公
共
交
通
、
市
営
住
宅
な
ど

市
民
の
声
や
要
望
に
も
と
づ
い
た
ま
ち
づ
く
り
を

くらた共子
議員

中
小
企
業
の
実
態
把
握
と
直
接
支
援
を

大
型
店
出
店
に
対
し
商
業
調
整
の
し
く
み
を

山田こうじ
議員
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や
ま
ね
議
員
は
、
移
転
し
た
市
立
芸
術
大
学
に
つ
い
て

グ
ラ
ウ
ン
ド
が
屋
上
で
球
技
が
で
き
な
い
、
部
活
ボ
ッ
ク

ス
の
仕
切
り
が
な
い
問
題
を
指
摘
。「
基
本
設
計
等
の
段

階
で
大
学
機
能
は
確
保
」
と
く
り
返
し
答
弁
し
て
き
た
に

も
か
か
わ
ら
ず
、
実
際
に
は
学
生
の
た
め
の
ス
ペ
ー
ス
が

き
ち
ん
と
考
え
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
こ
と
。
新
キ
ャ
ン
パ

ス
の
隣
に
は
「
将
来
活
用
地
」
と
言
わ
れ
る
４
０
０
０
㎡

の
土
地
が
あ
り
芸
大
が
活
用
予
定
だ
っ
た
が
市
は
「
規
制

緩
和
で
高
い
建
物
が
建
て
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
」
と
し

て
「
民
間
活
用
」
へ
方
針
転
換
を
行
っ
た
こ
と
を
批
判
し
、

グ
ラ
ウ
ン
ド
の
確
保
、
部
活
ボ
ッ
ク
ス
の
確
保
を
す
べ
き

と
質
し
ま
し
た
。
市
長
は
、
す
り
か
え
た
答
弁
を
繰
り
返

し
ま
し
た
。

　
恒
常
的
に
京
都
で
学
ぶ
み
な
さ
ん
の
学
生
生
活
を
支

え
る
予
算
を
増
や
す
べ
き
と
求
め
た
こ
と
に
対
し
、
市
長

は
、
本
市
独
自
に
進
め
る
に
は
桁
外
れ
の
費
用
が
か
か
り
、

制
度
上
無
理
だ
と
冷
た
い
答
弁
。
ま
た
、
京
都
市
立
芸

大
の
入
学
料
、
授
業
料
の
無
料
化
へ
向
か
い
、
京
都
市
か

ら
「
高
等
教
育
無
償
化
の
流
れ
を
つ
く
る
」
と
い
う
姿
勢

こ
そ
必
要
と
求
め
ま
し
た
。

　
ま
た
、
ウ
ィ
ン
グ
ス
京
都
に
つ
い
て
「
あ
り
方
を
検
討

す
る
」
な
ら
、
ウ
ィ
ン
グ
ス
京
都
の
機
能
・
体
制
を
充

実
・
強
化
す
る
以
外
に
な
く
、
専
門
職
員
の
配
置
・
待
遇

改
善
を
行
う
よ
う
求
め
ま
し
た
。

　
玉
本
な
る
み
議
員
は
、
京
北
病
院
に
つ
い
て
「
中
期

計
画
」
で
存
続
も
含
め
て
検
討
す
る
と
さ
れ
て
い
る
問

題
を
質
し
、
検
討
の
場
に
医
療
関
係
者
を
含
め
る
よ
う

求
め
ま
し
た
。
吉
田
副
市
長
は
「
地
域
で
唯
一
の
医
療

機
関
と
認
識
。
医
師
な
ど
医
療
関
係
者
か
ら
は
必
要
時

に
意
見
聴
取
し
て
い
き
た
い
」
と
答
弁
。
玉
本
議
員
は

「
京
北
に
お
住
い
の
市
民
の
命
が
か
か
っ
た
重
大
な
問

題
だ
。
病
院
存
続
の
立
場
に
立
ち
き
る
べ
き
。
京
都
市

の
責
任
が
問
わ
れ
る
」
と
厳
し
く
指
摘
し
ま
し
た
。

　
玉
本
議
員
は
、
コ
ロ
ナ
禍
の
教
訓
か
ら
各
区
の
保
健

福
祉
セ
ン
タ
ー
が
医
師
会
や
地
域
と
顔
の
見
え
る
連
携

を
行
う
為
に
も
、
感
染
症
対
策
機
能
を
各
行
政
区
に
戻

す
よ
う
に
求
め
ま
し
た
。
吉
田
副
市
長
は
、「
各
区
の

保
健
セ
ン
タ
ー
や
保
健
所
長
が
地
域
医
師
会
と
連
携
し

て
取
り
組
ん
で
い
る
」
等
と
答
え
ま
し
た
。

　
玉
本
議
員
は
、
第
9
期
計
画
策
定
に
あ
た
っ
て
介
護

保
険
料
を
引
き
下
げ
る
こ
と
、
18
歳
未
満
ま
で
の
子
ど

も
の
国
保
の
均
等
割
は
３
・
２
億
円
の
予
算
で
全
額
補

助
が
実
現
で
き
る
と
質
し
ま
し
た
。
吉
田
副
市
長
は
、

「
国
民
健
康
保
険
の
子
ど
も
の
均
等
割
廃
止
は
考
え
て

い
な
い
」
と
補
助
の
拡
大
に
つ
い
て
は
言
及
し
な
い
答

弁
で
し
た
。

　
北
山
議
員
は
、
物
価
高
騰
が
、
３
万
１
０
０
０
点
に

も
及
び
、
国
民
の
６
~
７
割
が
「
生
活
に
ゆ
と
り
が
な

い
」
と
の
調
査
が
示
さ
れ
て
い
る
と
指
摘
し
、
こ
う
い

う
時
に
市
バ
ス
運
賃
を
値
上
げ
し
て
市
民
・
観
光
客
に

負
担
・
困
難
を
押
し
つ
け
て
は
な
ら
な
い
と
強
調
し
ま

し
た
。
市
バ
ス
・
地
下
鉄
経
営
ビ
ジ
ョ
ン
︻
改
訂
版
︼

で
示
し
た
値
上
げ
方
針
に
つ
い
て
、
市
バ
ス
は
「
値
上

げ
計
画
か
ら
脱
し
て
い
な
い
」
と
表
明
が
あ
っ
た
こ
と

を
批
判
。
今
で
も
日
本
一
初
乗
り
運
賃
が
高
く
、
市
内

バ
ス
交
通
シ
ェ
ア
の
85
％
を
占
め
る
市
バ
ス
を
値
上
げ

す
る
べ
き
で
な
く
、
政
治
決
断
で
値
上
げ
回
避
す
る
よ

う
迫
り
ま
し
た
。

　
坂
越
副
市
長
が
「
乗
客
の
低
迷
、
人
件
費
・
燃
料

費
高
騰
、
運
転
手
不
足
」
と
バ
ス
の
三
重
苦
を
訴
え
、

「
運
賃
改
定
は
最
後
の
手
段
」
と
答
弁
し
た
こ
と
に
対

し
、「
ど
こ
ま
で
努
力
を
す
れ
ば
値
上
げ
回
避
と
な
る

の
か
、
そ
れ
を
示
さ
な
け
れ
ば
、
値
上
げ
前
提
と
受
け

止
め
ら
れ
る
」
と
厳
し
く
追
及
し
ま
し
た
。
一
般
会
計

繰
入
を
「
求
め
な
い
」
の
は
驚
く
べ
き
態
度
で
あ
り
、

市
民
生
活
や
観
光
振
興
の
た
め
に
思
い
切
っ
た
繰
り
入

れ
を
行
っ
て
運
賃
値
上
げ
は
回
避
す
べ
き
と
重
ね
て
主

張
し
ま
し
た
。

　
山
本
議
員
は
、
民
間
保
育
園
補
助
金
の
約
４
億
円
増

額
の
表
明
は
13
億
円
カ
ッ
ト
か
ら
す
れ
ば
ま
だ
不
十
分
で

あ
り
、
給
与
保
障
を
す
る
も
の
と
な
っ
て
い
な
い
と
指
摘
。

昇
給
財
源
の
経
験
11
年
の
上
限
廃
止
を
求
め
ま
し
た
。
吉

田
副
市
長
は
、「
給
与
は
運
営
す
る
法
人
等
で
決
め
る
も

の
」
と
市
の
責
任
を
棚
上
げ
す
る
答
弁
を
行
い
ま
し
た
。

　
中
学
校
給
食
に
つ
い
て
は
、「
セ
ン
タ
ー
が
整
備
さ

れ
る
な
ら
、
塔
南
高
校
の
跡
地
が
有
力
地
」
と
の
市

長
答
弁
は
、
セ
ン
タ
ー
あ
り
き
が
露
呈
し
た
と
批
判
。

「
子
ど
も
た
ち
に
最
善
の
給
食
は
、学
校
調
理
」
だ
と
し
、

セ
ン
タ
ー
の
大
量
調
理
の
問
題
点
を
指
摘
し
ま
し
た
。

　
教
員
が
足
り
な
い
問
題
に
つ
い
て
は
、
不
登
校
が
全

国
で
前
年
比
22
％
増
に
対
し
、
市
は
、
40
％
増
で
あ
る

と
指
摘
。
と
く
に
小
中
一
貫
校
で
は
単
独
校
の
１
・
５

倍
で
あ
り
検
証
を
求
め
、
市
独
自
の
少
人
数
学
級
、
正

規
の
先
生
を
増
や
す
べ
き
と
求
め
ま
し
た
。

　
学
童
保
育
に
つ
い
て
は
、「
子
ど
も
が
多
す
ぎ
て
や

め
た
」
と
の
声
を
代
弁
し
、「
待
機
児
童
は
い
な
い
」
と

の
答
弁
を
批
判
。「
出
席
率
」
で
面
積
も
職
員
も
少
な

く
し
子
ど
も
を
詰
め
込
む
問
題
を
指
摘
し
、
改
善
策
を

示
せ
と
追
及
。
吉
田
副
市
長
は
、「
実
態
に
応
じ
た
面

積
は
確
保
し
て
い
る
」
な
ど
と
答
弁
し
ま
し
た
。

市
立
芸
術
大
学
︱
グ
ラ
ウ
ン
ド
や
部
活
ボ
ッ
ク
ス
の

ス
ペ
ー
ス
確
保
を

ウ
ィ
ン
グ
ス
京
都
の
機
能
強
化
を

やまね智史
議員

地
域
で
唯
一
の
市
立
京
北
病
院
守
れ

保
健
所
体
制
の
見
直
し
を

玉本なるみ
議員

市
バ
ス
運
賃
値
上
げ
方
針
は
撤
回
せ
よ

北山ただお
議員

民
間
保
育
園
の
再
構
築
制
度　

中
学
校
給
食
の
セ
ン
タ
ー
問
題

市
独
自
の
少
人
数
学
級　

学
童
保
育
の
大
規
模
化
問
題

山本陽子
議員
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平
井
議
員
は
、
一
般
会
計
決
算
を
「
認
定
し
な

い
」
理
由
と
し
て
、
第
一
に
「
毎
年
５
０
０
億
円
の

財
源
不
足
」
と
財
政
危
機
を
煽
り
、
敬
老
乗
車
証
の

負
担
金
引
き
上
げ
や
民
間
保
育
園
補
助
金
カ
ッ
ト
な

ど
、
福
祉
の
制
度
を
壊
し
、
市
民
に
は
53
億
円
の
負

担
増
を
押
し
つ
け
て
き
た
が
、
２
０
２
１
年
度
に
続

き
、
２
０
２
２
年
度
も
77
億
円
と
２
年
連
続
の
黒
字

と
な
っ
て
い
る
も
と
で
、
前
提
の
崩
れ
た
「
行
財
政

改
革
計
画
」
は
撤
回
す
る
よ
う
求
め
ま
し
た
。

　
敬
老
乗
車
証
の
負
担
金
値
上
げ
に
よ
り
申
請
さ
れ

た
方
が
２
万
５
０
０
０
人
減
り
、
高
齢
者
の
日
常
の

足
を
奪
う
事
態
と
な
っ
て
い
る
こ
と
を
厳
し
く
批
判

し
ま
し
た
。
ま
た
、
民
間
保
育
園
補
助
金
13
億
円
カ

ッ
ト
に
よ
っ
て
、
４
割
の
保
育
園
が
赤
字
に
陥
り
、

保
育
士
の
給
与
カ
ッ
ト
で
希
望
を
持
て
ず
保
育
士
が

退
職
す
る
事
態
を
生
み
出
し
て
い
る
こ
と
を
指
摘
し
、

補
助
金
を
元
に
戻
す
よ
う
主
張
し
ま
し
た
。

　
ま
た
財
政
が
厳
し
い
と
、
市
民
負
担
増
を
押
し
つ

け
て
い
る
一
方
で
、
北
陸
新
幹
線
延
伸
計
画
な
ど
、

ム
ダ
な
大
型
事
業
、
不
要
不
急
の
大
型
事
業
は
聖
域

に
し
て
い
る
姿
勢
を
厳
し
く
批
判
し
ま
し
た
。

　
京
都
経
済
の
底
上
げ
の
た
め
に
も
、
地
域
産
業
へ

の
地
道
な
支
援
や
ケ
ア
ワ
ー
カ
ー
へ
の
手
厚
い
支
援
こ

そ
経
済
効
果
を
発
揮
す
る
と
指
摘
。
京
都
市
は
、
成

長
戦
略
の
名
の
も
と
に
都
市
計
画
の
緩
和
を
広
域
で

行
い
、
ま
ち
壊
し
と
大
規
模
開
発
を
急
速
に
進
め
よ

う
と
し
て
い
る
と
批
判
。
都
市
計
画
の
見
直
し
に
つ
い

て
、
住
民
意
見
も
反
映
さ
せ
ず
、
開
発
業
者
の
儲
け

を
最
優
先
に
し
て
い
る
こ
と
を
厳
し
く
批
判
し
、
住

環
境
を
壊
す
こ
と
は
や
め
る
よ
う
求
め
ま
し
た
。
ま

た
、
学
校
統
廃
合
後
の
跡
地
、
芸
大
跡
地
、
市
営
住

宅
の
余
剰
地
や
跡
地
な
ど
の
公
有
地
を
、
長
期
貸
出

と
売
却
で
民
間
に
差
し
出
そ
う
と
し
て
お
り
、
市
民
の

声
を
聞
い
て
、
公
的
役
割
を
果
た
す
よ
う
求
め
ま
し
た
。

　
昨
年
度
は
、
あ
ら
ゆ
る
階
層
で
国
民
健
康
保
険
料

が
値
上
げ
さ
れ
、
医
療
控
え
さ
え
も
起
こ
る
よ
う
な

事
態
と
な
っ
て
い
る
一
方
で
、
国
保
会
計
決
算
は
28

億
円
の
黒
字
と
な
っ
て
お
り
、
保
険
料
を
た
だ
ち
に

引
き
下
げ
る
よ
う
求
め
ま
し
た
。
ま
た
、
子
ど
も
の

均
等
割
に
つ
い
て
、
市
独
自
に
全
額
免
除
す
る
た
め

に
は
３
億
２
０
０
０
万
円
の
財
源
で
で
き
る
こ
と
を

示
し
、
均
等
割
の
廃
止
を
求
め
ま
し
た
。
合
わ
せ
て
、

国
に
対
し
て
、
介
護
保
険
利
用
料
負
担
の
２
割
化
を

や
め
る
よ
う
求
め
る
こ
と
と
と
も
に
、
京
都
市
と
し

て
も
保
険
料
軽
減
を
行
う
よ
う
求
め
ま
し
た
。

　
上
下
水
道
事
業
に
つ
い
て
、
コ
ロ
ナ
禍
で
の
料
金

収
入
・
使
用
料
収
入
の
減
少
の
な
か
で
も
経
常
黒
字

を
確
保
し
て
お
り
、
市
民
へ
の
料
金
・
使
用
料
値
上

げ
の
検
討
は
や
め
る
よ
う
求
め
ま
し
た
。

　
市
バ
ス
事
業
に
つ
い
て
、
運
賃
値
上
げ
方
針
を
掲

げ
続
け
て
い
る
こ
と
を
批
判
。「
な
り
ふ
り
構
わ
ぬ

経
営
改
革
」
の
も
と
、
バ
ス
一
日
券
の
廃
止
な
ど
各

種
企
画
乗
車
券
を
縮
小
廃
止
し
た
が
、
利
便
性
向
上

に
徹
す
る
こ
と
で
増
収
を
続
け
、
経
営
を
安
定
化
さ

せ
、
市
民
の
足
を
守
る
こ
と
を
強
く
求
め
ま
し
た
。

　
加
藤
議
員
は
、
住
民
か
ら
の
説
明
会
開
催
の
要
望

を
聞
か
ず
、
コ
ン
サ
ル
が
出
し
た
計
画
を
既
定
方
針

と
し
た
こ
と
を
厳
し
く
批
判
。
家
賃
設
定
に
お
け
る

自
治
体
裁
量
を
い
か
さ
な
い
こ
と
は
問
題
だ
と
述
べ

ま
し
た
。
地
元
住
民
の
声
を
紹
介
し
、
団
地
住
民
の

大
半
が
反
対
す
る
計
画
の
変
更
を
求
め
ま
し
た
。

　
ま
た
、
団
地
再
生
計
画
で
狭
小
な
居
住
面
積
の
住

戸
を
多
く
設
定
し
て
い
る
問
題
に
つ
い
て
、
平
成
以

後
に
国
交
省
が
示
す
誘
導
居
住
面
積
水
準
40
㎡
を
下

回
っ
た
団
地
は
ほ
と
ん
ど
な
い
と
指
摘
。「
誘
導
居

住
面
積
水
準
は
民
間
住
宅
に
関
す
る
水
準
」
と
い
う

見
解
に
対
し
、
国
交
省
は
「
公
営
住
宅
を
誘
導
居
住

面
積
水
準
の
対
象
か
ら
除
い
て
い
な
い
」
と
説
明
し

た
と
紹
介
。「
住
ま
い
は
人
権
」
の
立
場
か
ら
の
居

住
水
準
確
保
、
多
人
数
世
帯
中
心
の
住
戸
配
置
、
入

居
収
入
基
準
の
引
き
上
げ
、
家
賃
の
引
き
下
げ
な
ど
、

住
み
続
け
ら
れ
る
ま
ち
づ
く
り
を
求
め
ま
し
た
。

　
さ
ら
に
、
こ
う
し
た
市
の
姿
勢
は
、「
活
用
地
」

を
広
く
生
み
出
す
た
め
で
は
な
い
か
と
指
摘
。
こ
の

間
、
市
が
８
市
営
団
地
の
「
活
用
地
」
の
民
間
等
事

業
者
か
ら
の
提
案
募
集
を
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し

た
こ
と
を
批
判
し
ま
し
た
。

　
や
ま
ね
議
員
は
、
３
０
０
億
円
以
上
か
け
ら
れ
た

公
立
大
学
法
人
京
都
市
立
芸
術
大
学
の
移
転
整
備
に

つ
い
て
、
新
キ
ャ
ン
パ
ス
で
は
、
球
技
の
で
き
る
グ

ラ
ウ
ン
ド
や
部
活
動
ボ
ッ
ク
ス
ス
ペ
ー
ス
が
不
十
分

で
学
生
活
動
が
危
機
と
な
っ
て
お
り
、
党
の
指
摘
が

現
実
の
も
の
と
な
っ
た
と
指
摘
。
し
か
も
、
ラ
グ
ビ

ー
部
・
サ
ッ
カ
ー
部
等
が
２
０
１
５
年
に
市
長
と
学

長
へ
提
出
し
た
要
望
署
名
を
「
市
長
は
き
ち
ん
と
読

ま
れ
た
の
か
」
と
の
質
問
に
も
明
確
な
答
弁
が
な
く

極
め
て
不
誠
実
だ
と
批
判
。
さ
ら
に
、
将
来
活
用
地

４
０
０
０
㎡
と
キ
ャ
ン
パ
ス
内
Ａ
棟
６
階
７
階
に
外

部
団
体
や
企
業
を
呼
び
込
ん
だ
が
、「
な
ぜ
学
生
の

た
め
に
使
え
な
か
っ
た
の
か
」
と
学
生
の
声
を
代
弁
。

ま
た
、
西
京
区
の
芸
大
跡
地
は
公
園
や
文
化
・
ス
ポ

ー
ツ
施
設
を
望
む
声
が
多
く
、
市
が
土
地
全
体
を
民

間
へ
売
却
・
貸
付
し
よ
う
と
し
て
い
る
こ
と
も
公
的

責
任
を
果
た
し
て
い
る
と
は
言
え
な
い
と
主
張
し
ま

し
た
。

　
芸
大
の
第
３
期
中
期
目
標
に
つ
い
て
は
、
市
長
が

教
育
内
容
も
含
め
目
標
を
定
め
る
こ
と
自
体
、
大
学

の
自
治
を
制
限
す
る
も
の
と
批
判
。「
学
生
フ
ァ
ー

ス
ト
」
で
教
学
環
境
の
改
善
を
求
め
ま
し
た
。

市
立
芸
大
の
移
転
事
業
は
「
学
生
フ
ァ
ー
ス
ト
」
で

教
学
環
境
の
改
善
を
。
活
動
ス
ペ
ー
ス
の
確
保
を

や
ま
ね
智
史
議
員
が
反
対
討
論

市
民
の
財
産
で
あ
る
公
有
地
を
守
り
、
住
民
を
主
役
に
し
な
が
ら

多
様
な
世
帯
が
住
み
続
け
ら
れ
る
ま
ち
づ
く
り
を

養
正
・
三
条
市
営
住
宅
の
「
新
築
工
事
請
負
契
約
の
締
結
」
３
条
例
案
に
加
藤
あ
い
議
員
が
反
対
討
論

前
提
の
崩
れ
た
「
行
財
政
改
革
計
画
」
は
撤
回
し

市
民
の
暮
ら
し
、
中
小
業
者
の
生
業
の
再
建
を

平
井
良
人
議
員
が
、
一
般
会
計
決
算
、
公
営
企
業
決
算
に
対
し
討
論
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河
合
議
員
は
、
物
価
高
騰
で
中
小
・
小
規
模
事
業

者
が
倒
産
・
廃
業
の
危
機
に
陥
っ
て
い
る
時
イ
ン
ボ

イ
ス
制
度
を
導
入
し
た
こ
と
を
批
判
し
、
中
止
の
必

要
性
を
訴
え
ま
し
た
。
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
は
、
税
率

引
上
げ
を
伴
わ
な
い
大
増
税
で
あ
り
、
新
た
な
事
務

や
経
費
ま
で
生
じ
る
こ
と
、
登
録
し
な
け
れ
ば
、
取

引
か
ら
の
排
除
も
危
惧
さ
れ
る
こ
と
、
本
市
の
伝

統
・
も
の
づ
く
り
産
業
は
い
く
つ
も
の
分
業
が
多
く
、

そ
れ
ぞ
れ
の
工
程
で
新
た
な
税
負
担
等
が
生
じ
る
こ

と
を
指
摘
。
京
都
工
芸
産
地
協
会
が
、
イ
ン
ボ
イ
ス

の
実
施
延
期
な
ど
の
要
望
書
を
５
月
に
提
出
さ
れ
た

こ
と
を
紹
介
し
、
中
小
・
小
規
模
事
業
者
が
９
割
以

上
を
占
め
る
京
都
市
で
こ
そ
、「
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度

中
止
を
」
と
議
会
の
意
思
を
示
そ
う
と
呼
び
か
け
ま

し
た
。

　
赤
阪
議
員
は
大
阪
・
関
西
万
博
の
中
止
を
求
め
る

理
由
と
し
て
、
①
会
場
建
設
費
が
当
初
見
積
り
の
約

１
・
９
倍
の
２
３
５
０
億
円
に
膨
れ
上
が
り
、
国
民

と
住
民
の
負
担
増
に
直
結
す
る
こ
と
、
②
開
催
予
定

地
で
あ
る
大
阪
市
の
人
工
島
・
夢
洲
に
は
、
地
盤
沈

下
や
土
壌
汚
染
の
懸
念
が
あ
る
こ
と
、
③
世
論
も
万

博
費
用
の
増
額
に
批
判
を
強
め
て
い
る
こ
と
、
④
万

博
工
事
を
時
間
外
労
働
の
上
限
規
制
の
対
象
外
に
し
、

違
法
な
長
時
間
労
働
が
強
い
ら
れ
る
危
険
が
あ
る
こ

と
、
⑤
万
博
開
催
後
は
カ
ジ
ノ
を
中
核
と
し
た
統
合

型
リ
ゾ
ー
ト
の
予
定
地
と
な
っ
て
お
り
、
ギ
ャ
ン
ブ

ル
依
存
症
の
影
響
を
広
げ
る
こ
と
な
ど
主
張
。「
き

っ
ぱ
り
中
止
を
決
断
す
る
時
」
と
呼
び
か
け
ま
し
た
。

総
務
消
防
委
員
会

（
２
０
２
３
年
９
月
25
日
、
10
月
23
日
）

●
行
財
政
局

◦
一
般
質
問

◦
原
子
力
災
害
対
策
に
つ
い
て

◦
Ｎ
Ｔ
Ｍ（
日
本
ト
ー
タ
ル
テ
レ
マ
ー
ケ
テ

ィ
ン
グ
株
式
会
社
）の
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン

コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
業
務
委
託
の
過
大
請
求

に
つ
い
て
、
警
察
へ
の
告
発
も
含
め
た
真

相
解
明
を
求
め
た
。

●
総
合
企
画
局

◦
京
都
市
立
芸
術
大
学
新
キ
ャ
ン
パ
ス
隣
接

地（
将
来
活
用
地
）の
活
用
に
係
る
契
約
候

補
事
業
者
の
選
定
に
つ
い
て

　
新
キ
ャ
ン
パ
ス
で
は
球
技
も
で
き
な
い

状
況
に
あ
る
こ
と
を
指
摘
、
民
間
へ
の
売

却
、
貸
付
で
は
な
く
、
学
生
、
関
係
者
の

声
を
聞
い
て
、
学
生
の
た
め
に
活
用
す
る

こ
と
を
求
め
た
。

●
消
防
局

◦
火
災
予
防
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

の
制
定
に
つ
い
て

環
境
福
祉
委
員
会

（
２
０
２
３
年
９
月
25
日
、
10
月
23
日
）

９
月
25
日

●
保
健
福
祉
局

請
願
陳
情
審
査

◦
請
願
・
健
康
保
険
証
廃
止
の
撤
回
の
要
請

◦
請
願
・
敬
老
乗
車
証
制
度
の
交
付
基
準
の

見
直
し

◦
陳
情
・
救
護
施
設
整
備
場
所
の
選
定
に
お

け
る
慎
重
な
検
討

10
月
23
日

●
保
健
福
祉
局

付
託
議
案
審
査

◦
京
都
市
衛
生
手
数
料
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

◦
京
都
市
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
推
進
セ
ン

タ
ー
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制

定
に
つ
い
て

◦
京
都
市
旅
館
業
法
の
施
行
及
び
旅
館
業
の

適
正
な
運
営
を
確
保
す
る
た
め
の
措
置
に

関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の

制
定
に
つ
い
て

◦
京
都
市
保
健
所
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例
の
制
定
に
つ
い
て

◦
京
都
市
こ
こ
ろ
の
健
康
増
進
セ
ン
タ
ー
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ

い
て

請
願
陳
情
審
査

◦
請
願
・
ケ
ア
労
働
者
の
賃
金
改
善
及
び
人

員
増
に
向
け
た
診
療
報
酬
等
の
引
き
上
げ

の
要
請

◦
請
願
・
18
歳
か
ら
39
歳
ま
で
の
若
年
が
ん

患
者
へ
の
在
宅
療
養
支
援
助
成
事
業
の
早

期
実
現

◦
陳
情
・
洛
西
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
に
お
け
る
総

合
病
院
の
存
続
・
充
実

●
環
境
政
策
局

一
般
質
問

◦
気
候
危
機
対
策
に
つ
い
て

◦
Ｐ
Ｆ
Ｏ
Ｓ
及
び
Ｐ
Ｆ
Ｏ
Ａ
の
調
査
に
つ
い

て文
教
は
ぐ
く
み
委
員
会

（
２
０
２
３
年
９
月
25
日
、
10
月
24
日
）

●
文
化
市
民
局

◦
陳
情「
芸
術
・
文
化
の
総
合
的
な
ア
ー
ト

セ
ン
タ
ー
の
京
都
市
立
芸
術
大
学
跡
地
へ

の
設
立
」。
使
用
で
き
る
建
物
は
残
し
て

活
用
す
る
よ
う
求
め
た
。

◦
元
離
宮
二
条
城
修
理
工
事
請
負
契
約
に
つ

い
て
、
20
年
か
け
た
１
０
０
億
円
規
模
の

文
化
財
修
理
事
業
で
あ
り
国
の
負
担
の
増

額
を
求
め
た
。

◦
公
立
大
学
法
人
京
都
市
立
芸
術
大
学
の
移

転
、
第
３
期
中
期
目
標
の
策
定
。

　（
17
Ｐ
や
ま
ね
議
員
討
論
参
照
）

◦
陳
情「
市
立
芸
大
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
整
備
や

文
化
・
芸
術
の
拠
点
と
し
て
の
芸
大
跡
地

の
活
用
」

●
子
ど
も
若
者
は
ぐ
く
み
局

◦
陳
情「
民
間
保
育
園
等
職
員
の
給
与
等
運

用
事
業
補
助
金
の
見
直
し
」に
つ
い
て
、

保
育
現
場
に
足
を
運
ぶ
こ
と
、
経
験
年
数

の
上
限
の
撤
廃
、
処
遇
は
公
立
に
合
わ
せ

る
よ
う
求
め
た
。

◦
京
都
市
児
童
福
祉
セ
ン
タ
ー
等
３
施
設
一

体
化
、
こ
ぐ
ま
園
の
指
定
管
理
者
導
入
に

伴
う
条
例
改
正
に
つ
い
て
、
ケ
ー
ス
ワ
ー

カ
ー
の
増
員
を
求
め
た
。

◦
陳
情「
小
規
模
保
育
事
業
所
に
お
け
る
３

歳
以
上
児
の
受
入
れ
」３
件
。

●
教
育
委
員
会

◦
教
員
の
長
時
間
労
働
、
過
労
死
問
題
の
対

応
策
を
質
疑
し
、
正
規
職
員
の
増
員
、
ス

ク
ー
ル
ロ
イ
ヤ
ー
の
配
置
な
ど
、
保
護
者

対
応
の
困
難
事
案
へ
の
支
援
策
を
求
め
た
。

◦
熱
中
症
対
策
グ
ッ
ズ
の
持
ち
込
み
禁
止
の

是
正
の
通
知
、
状
況
調
査
を
要
求
し
た
。

（
担
当
部
長
↓
確
認
し
た
い
）

◦
陳
情「
就
学
援
助
に
お
け
る
加
算
対
象
年

齢
及
び
所
得
基
準
額
の
引
上
げ
」

常任委員会トピックス

　
山
本
議
員
は
、「
核
兵
器
禁
止
条
約
」
は
、
核
兵

器
廃
絶
の
期
限
や
後
戻
り
し
な
い
た
め
の
措
置
な
ど

を
締
約
国
会
議
で
決
め
る
こ
と
と
し
て
お
り
、
核
保

有
国
及
び
そ
の
同
盟
国
の
条
約
へ
の
参
加
が
不
可
欠

だ
と
主
張
。
ロ
シ
ア
や
イ
ス
ラ
エ
ル
が
、
多
く
の

人
々
の
命
を
無
残
に
奪
う
戦
争
を
続
け
て
い
る
現
状

で
、
唯
一
の
戦
争
被
爆
国
で
あ
る
日
本
の
政
府
が
特

別
の
役
割
と
責
任
を
負
っ
て
お
り
、
そ
れ
に
応
え
た

行
動
が
い
ま
こ
そ
必
要
だ
と
指
摘
し
ま
し
た
。

　
山
本
議
員
は
、
被
爆
地
広
島
・
長
崎
両
市
の
議
会

議
長
か
ら
の
要
請
を
受
け
て
意
見
書
を
提
案
し
た
と

述
べ
、
両
市
議
会
の
訴
え
に
応
え
て
、
核
兵
器
廃
絶

に
向
け
た
意
思
を
示
そ
う
と
呼
び
か
け
ま
し
た
。

大
阪
・
関
西
万
博
の

中
止
を

赤
阪
仁
議
員
が
討
論

イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
の

実
施
中
止
こ
そ
必
要

河
合
よ
う
こ
議
員
が
討
論

被
爆
国
日
本
こ
そ
、

核
兵
器
禁
止
条
約
に
参
加
を

山
本
陽
子
議
員
が
討
論
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就
学
援
助
制
度
の
不
認
定
理
由
の
把

握
、
多
子
加
算
の
基
準
年
齢
の
引
き
上
げ

な
ど
を
求
め
た
。

◦�

中
学
校
給
食
検
討
会
議
が
民
間
に
よ
る
実

施
方
式
の
調
査
結
果
を
概
要
版
の
み
で
議

論
し「
セ
ン
タ
ー
方
式
」を
選
定
し
た
こ
と

や
同
方
式
の
問
題
点
を
質
し
、
学
校
調
理

方
式
を
求
め
た
。

ま
ち
づ
く
り
委
員
会

（
２
０
２
３
年
９
月
26
日
、
10
月
23
日
）

●
都
市
計
画
局

◦�

左
京
区
松
ヶ
崎
に
お
け
る
大
規
模
マ
ン
シ

ョ
ン
計
画
に
対
す
る
指
導
を
求
め
る
陳
情

審
査
で
は
、
防
災
上
問
題
が
あ
る
こ
と
を

指
摘
。
住
民
意
見
に
寄
り
添
っ
て
指
導
及

び
助
言
・
勧
告
等
を
行
い
、
住
環
境
を
守

る
立
場
に
立
つ
べ
き
だ
と
質
し
た
。

◦�

北
区
杉
阪
に
お
け
る
盛
土
問
題
に
つ
い

て
、
７
月
市
会
で
請
願
が
可
決
し
た
こ
と

も
踏
ま
え
、
住
民
の
立
場
に
立
っ
た
現
地

調
査
を
求
め
た
。

◦�

ら
く
な
ん
進
都
産
業
集
積
地
区
建
築
条
例

の
一
部
改
正
に
つ
い
て
。
日
影
規
制
の
大

幅
緩
和
な
ど
住
環
境
へ
の
懸
念
が
あ
り
な

が
ら
、
市
民
に
十
分
周
知
し
て
い
な
い
こ

と
な
ど
を
質
し
た
。

◦�

京
都
橘
大
学
地
区
地
区
計
画
区
域
内
に
お

け
る
建
築
物
等
の
制
限
に
関
す
る
条
例
の

一
部
改
正
に
つ
い
て
。

◦�

川
西
市
営
住
宅（
西
京
区
）廃
止
条
例
に
つ

い
て
。
方
針
転
換
で
廃
止
さ
れ
る
こ
と
が

問
題
だ
と
指
摘
。
住
民
の
声
に
耳
を
傾

け
、
市
民
全
体
の
財
産
と
し
て
公
共
性
を

高
め
る
対
応
を
求
め
た
。

◦�

団
地
再
生
計
画
に
基
づ
く
①
養
正
市
営
住

宅（
左
京
区
）新
２
・
３
号
棟
新
築
工
事
請

負
契
約
締
結
の
条
例
案
②
三
条
市
営
住
宅

（
東
山
区
）Ｓ
１
棟
新
築
工
事
請
負
契
約

締
結
の
条
例
案
③
請
願
審
査「
養
正
市
営

住
宅
団
地
再
生
計
画
の
見
直
し
等
」に
つ

い
て
。
住
民
意
見
を
反
映
せ
ず
、
現
在
よ

り
も
狭
い
面
積
基
準
の
適
用
な
ど
が
市
営

住
宅
条
例
違
反
だ
と
指
摘
。
岡
崎
市
営
住

宅（
左
京
区
）跡
地
は
売
却
あ
り
き
で
は
な

く
、市
民
の
要
望
に
応
え
る
よ
う
求
め
た
。

◦�
比
叡
平
の
公
共
交
通
対
策
に
つ
い
て
、
地

元
住
民
か
ら
の
要
望
書
を
受
け
と
め
、
公

共
交
通
機
関
の
便
数
改
善
や
路
線
維
持
な

ど
、
行
政
が
責
任
あ
る
対
策
を
行
う
よ
う

質
し
た
。

●
建
設
局

◦�

陳
情
審
査「
上
松
公
園
再
整
備
に
係
る
住

民
意
見
の
適
切
な
反
映
等
」に
つ
い
て
。

再
整
備
に
お
け
る
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
が
事

業
者
主
導
で
あ
る
こ
と
で
地
域
住
民
の
意

向
を
反
映
で
き
な
い
と
質
し
た
。

◦�

一
条
公
園（
北
区
）の
ト
イ
レ
改
修
に
つ
い

て
。
地
元
か
ら
今
年
６
月
に
提
出
さ
れ
た

要
望
書
の
内
容
の
認
識
、
市
内
全
体
の
公

園
ト
イ
レ
等
の
改
修
計
画
が
消
極
的
だ
と

指
摘
し
た
。

◦
市
道
路
線
の
認
定
お
よ
び
廃
止
に
つ
い
て

◦�

京
都
市
ラ
ク
ト
健
康
文
化
館
廃
止
・
売
却

後
の
契
約
候
補
事
業
者
の
選
定
結
果
を
報

告
。
従
来
の
サ
ー
ビ
ス
か
ら
の
継
続
性
や

廃
止
の
根
拠
の
矛
盾
な
ど
を
指
摘
。
市
の

施
設
で
こ
そ
安
定
し
た
運
営
、
大
規
模
改

修
及
び
全
て
の
住
民
が
安
心
し
て
利
用
で

き
る
状
況
を
保
障
で
き
る
と
質
し
た
。

◦�

須
釜
公
園（
伏
見
区
）の
ネ
ー
ミ
ン
グ
ラ
イ

ツ
の
審
査
結
果
に
つ
い
て
。
本
来
の
管
理

者
で
あ
る
市
が
費
用
含
め
て
責
任
を
持
つ

よ
う
求
め
た
。

◦�

公
園
の
利
活
用
に
つ
い
て
、
運
営
管
理
の

一
部
分
を
企
業
が
担
う
こ
と
の
影
響
や
基

本
的
な
公
園
機
能
低
下
等
の
懸
念
を
質
し

た
。

産
業
交
通
水
道
委
員
会

（
２
０
２
３
年
９
月
26
日
、
10
月
24
日
）

９
月
26
日

●
産
業
観
光
局

◦
職
人
の
担
い
手
育
成
に
つ
い
て
質
し
た
。

◦�

旅
館
業
・
中
小
ホ
テ
ル
支
援
に
つ
い
て
質

し
た
。

●
交
通
局

◦�

バ
ス
乗
客
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て
、
バ
ス
停

で
の
ス
ム
ー
ズ
な
乗
降
に
つ
い
て
質
し
た
。

10
月
24
日

●
産
業
観
光
局

付
託
議
案
・
議
第
74
号
に
つ
い
て
、
統
合
に

あ
た
っ
て
の
安
全
性
に
つ
い
て
質
し
た
。

◦�

９
月
補
正
予
算
で
実
施
が
決
定
さ
れ
た
７

事
業
の
進
捗
に
つ
い
て
、
内
容
の
周
知
徹

底
・
広
報
に
つ
い
て
質
し
た
。

◦�

有
害
鳥
獣
被
害
対
策
、
京
北
で
猿
に
よ
る

農
作
物
の
被
害
に
つ
い
て
質
し
た
。

●
交
通
局

◦�

洛
西
地
域
の
市
バ
ス
の
利
便
性
向
上
に
つ

い
て
質
し
た
。

一
、
は
じ
め
に

　
　
９
月
市
会
は
９
月
21
日
に
開
始
、
43
日
間
の
審
議
期
間
を
終
え

10
月
30
日
終
了
し
ま
し
た
。
イ
ス
ラ
エ
ル
の
ガ
ザ
へ
の
侵
攻
で

現
地
支
援
が
呼
び
か
け
ら
れ
、
物
価
高
騰
の
な
か
行
政
と
し
て

い
っ
そ
う
の
支
援
が
求
め
ら
れ
て
い
る
中
で
の
議
会
と
な
り
ま

し
た
。
党
議
員
団
は
「
物
価
高
騰
対
策
を
強
化
し
、
中
小
業
者

へ
の
緊
急
支
援
を
求
め
る
申
し
入
れ
」（
９
月
７
日
）、「
物
価
高

騰
、
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
に
対
す
る
支
援
等
に
か
か
る
申
し
入
れ
」

（
10
月
26
日
）
を
行
い
、
く
ら
し
・
な
り
わ
い
・
子
育
て
応
援
の

願
い
を
と
ど
け
て
徹
底
論
戦
を
行
い
ま
し
た
。

一
、
市
長
提
出
議
案
に
対
す
る
態
度

　
　
今
議
会
に
は
市
長
か
ら
39
件
の
議
案
と
16
件
の
決
算
が
提
案
さ

れ
ま
し
た
。
党
議
員
団
は
、
西
京
区
総
合
庁
舎
整
備
に
か
か
る

議
案
、
橘
大
学
地
区
計
画
の
改
正
、
市
立
学
校
生
徒
の
事
故
・

教
員
公
務
災
害
の
損
害
賠
償
等
21
議
案
に
賛
成
。
プ
ラ
イ
バ
シ

ー
権
侵
害
や
個
人
情
報
流
出
の
お
そ
れ
が
あ
る
「
デ
ジ
タ
ル
手

続
き
条
例
」、
三
施
設
（
地
域
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
推
進
セ
ン

タ
ー
・
こ
こ
ろ
の
健
康
増
進
セ
ン
タ
ー
・
児
童
福
祉
セ
ン
タ
ー
）

一
体
化
を
進
め
る
条
例
改
正
、
市
立
芸
術
大
学
整
備
関
連
議
案
、

日
影
規
制
撤
廃
や
用
途
地
域
見
直
し
を
行
う
「
ら
く
な
ん
進
都

地
区
計
画
」
の
改
正
、
川
西
市
営
住
宅
の
廃
止
、
養
正
・
三
条

市
営
住
宅
の
工
事
請
負
契
約
の
締
結
等
18
議
案
に
反
対
し
ま
し

た
。

　
　
決
算
で
は
、
22
年
度
一
般
会
計
・
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
・

介
護
保
険
特
別
会
計
・
後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計
・
中
央
卸

売
市
場
第
一
市
場
特
別
会
計
・
水
道
事
業
特
別
会
計
・
下
水
道

事
業
特
別
会
計
・
自
動
車
運
送
事
業
特
別
会
計
決
算
８
件
は
認

定
せ
ず
、
高
速
鉄
道
事
業
特
別
会
計
決
算
等
８
件
は
認
定
し
ま

し
た
。

一
、
論
戦
の
特
徴

≪
一
般
会
計
補
正
予
算
等
≫

　
　
一
般
会
計
補
正
予
算
は
、
福
祉
子
育
て
施
設
・
学
校
給
食
等
食

材
費
高
騰
へ
の
対
応
等
の
補
正
は
必
要
で
あ
る
も
の
の
、
コ
ロ

ナ
・
物
価
高
・「
行
財
政
改
革
計
画
」
の
三
重
苦
を
市
民
に
押
し

付
け
な
が
ら
35
億
円
の
公
債
償
還
基
金
へ
の
積
み
立
て
を
行
う

も
の
で
あ
る
こ
と
か
ら
反
対
し
ま
し
た
。
ま
た
、
コ
ロ
ナ
が
収

束
せ
ず
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
と
の
混
合
感
染
な
ど
が
問
題
と
な

る
中
で
妊
産
婦
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
を
終
了
す
べ
き
で
は
な
い
こ
と
等

も
討
論
で
述
べ
ま
し
た
。

　
　
市
立
学
校
生
徒
の
事
故
の
損
害
賠
償
に
つ
い
て
、
学
校
事
故
発

生
時
に
詳
細
調
査
を
行
う
べ
き
こ
と
、
教
員
公
務
災
害
の
損
害

賠
償
に
つ
い
て
、
過
労
死
ラ
イ
ン
を
超
え
る
教
員
が
１
０
０
名

を
超
え
る
異
常
事
態
を
認
識
し
教
育
委
員
会
の
責
任
に
お
い
て

是
正
と
労
働
環
境
改
善
に
取
り
組
む
こ
と
を
付
帯
決
議
と
し
て
、

自
民
党
・
公
明
党
以
外
の
議
員
で
可
決
し
ま
し
た
。

≪
２
０
２
２
年
度
決
算
関
連
議
案
等
≫

　
　
２
０
２
２
年
度
一
般
会
計
歳
入
歳
出
決
算
に
つ
い
て
、
コ
ロ
ナ

に
よ
る
影
響
か
ら
歳
入
に
つ
い
て
「
大
幅
な
落
ち
込
み
を
見
込

ん
だ
」
と
し
な
が
ら
、
見
込
み
違
い
を
認
め
ず
「
行
財
政
改
革

計
画
」
撤
回
に
背
を
向
け
て
い
る
こ
と
を
批
判
。

　
　
民
間
保
育
園
人
件
費
補
助
金
の
13
億
円
削
減
に
つ
い
て
、
11
月

市
会
に
４
億
円
の
補
正
予
算
を
提
案
す
る
方
向
が
示
さ
れ
ま
し

た
が
、
補
助
金
削
減
の
失
敗
を
認
め
て
全
額
元
通
り
と
す
べ
き

こ
と
を
述
べ
ま
し
た
。
敬
老
乗
車
証
制
度
に
つ
い
て
も
負
担
金

値
上
げ
で
申
請
者
が
２
万
５
０
０
０
人
減
少
し
、「
持
続
不
可
能
」

な
制
度
と
な
っ
て
い
る
こ
と
を
批
判
す
る
と
と
も
に
今
年
度
の

値
上
げ
で
更
な
る
減
少
が
見
込
ま
れ
る
こ
と
を
指
摘
し
、
元
に

戻
す
よ
う
求
め
ま
し
た
。

９
月
市
会
を
終
え
て

２
０
２
３
年
11
月
２
日

日
本
共
産
党
京
都
市
会
議
員
団

団
長　

西
野
さ
ち
子

声
明
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個
人
・
中
小
事
業
者
支
援
に
つ
い
て
、
商
工
振
興
・
伝
統
産
業

支
援
な
ど
が
不
足
し
て
い
る
こ
と
、
小
売
商
店
に
お
け
る
予
約

相
対
取
引
で
個
人
商
店
が
価
格
形
成
で
不
利
な
事
態
と
な
っ
て

い
る
こ
と
を
示
し
、
実
態
調
査
を
要
求
。
商
業
調
整
を
求
め
ま

し
た
。

　
　
投
資
的
経
費
に
つ
い
て
精
査
し
、
北
陸
新
幹
線
京
都
地
下
延
伸

計
画
な
ど
ム
ダ
な
大
型
公
共
事
業
の
中
止
を
迫
り
ま
し
た
。

　
法
人
市
民
税
法
人
税
割
の
税
率
を
８
・
４
％
ま
で
引
き
上
げ
れ
ば

６
億
２
０
０
０
万
円
の
増
収
を
得
ら
れ
た
こ
と
を
明
ら
か
に
し
、

応
能
負
担
原
則
に
た
っ
た
税
制
を
求
め
ま
し
た
。

　
　
気
候
危
機
打
開
へ
温
室
効
果
ガ
ス
削
減
に
つ
い
て
、
Ｉ
Ｐ
Ｃ
Ｃ

（
国
連
気
候
変
動
に
関
す
る
政
府
間
パ
ネ
ル
）
の
第
６
次
評
価
報

告
書
が
求
め
る
２
０
３
０
年
ま
で
に
２
０
１
９
年
比
48
％
（
２

０
１
３
年
比
55
％
）
以
上
の
削
減
へ
と
目
標
を
引
き
上
げ
る
こ

と
を
求
め
、
そ
の
目
標
達
成
に
必
要
な
追
加
対
策
を
盛
り
込
む

こ
と
を
求
め
ま
し
た
。
学
校
体
育
館
へ
の
エ
ア
コ
ン
設
置
と
学

校
施
設
の
断
熱
化
を
求
め
ま
し
た
。

　
　
百
年
の
計
で
あ
る
新
景
観
政
策
を
わ
ず
か
15
年
で
壊
す
都
市
計

画
の
見
直
し
は
、
開
発
業
者
の
も
う
け
を
最
優
先
に
す
る
姿
勢

で
あ
り
、
人
口
流
出
対
策
に
は
家
賃
補
助
制
度
や
手
あ
つ
い
子

育
て
支
援
策
こ
そ
必
要
と
迫
り
ま
し
た
。

　
　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
応
に
つ
い
て
検
証
・
総
括

し
、
各
行
政
区
に
保
健
セ
ン
タ
ー
を
戻
す
よ
う
求
め
ま
し
た
。

職
員
削
減
や
民
間
委
託
、
公
有
地
売
却
な
ど
公
共
性
を
後
退
さ

せ
る
べ
き
で
は
な
い
と
質
し
ま
し
た
。

　
　
市
立
京
北
病
院
に
つ
い
て
「
持
続
可
能
な
あ
り
方
を
検
討
す

る
」
と
し
て
医
療
機
器
更
新
等
が
な
さ
れ
て
い
な
い
問
題
を
追

及
し
、
地
域
に
な
く
て
は
な
ら
な
い
病
院
で
あ
る
と
改
善
を
迫

り
ま
し
た
。

　
　
全
員
制
の
中
学
校
給
食
に
つ
い
て
、
給
食
検
討
委
員
会
が
セ
ン

タ
ー
方
式
と
の
方
向
を
示
し
、
市
長
総
括
質
疑
に
お
い
て
市
長

が
「
給
食
セ
ン
タ
ー
が
整
備
さ
れ
る
な
ら
、
塔
南
高
校
の
跡
地

が
有
力
地
」
と
述
べ
ま
し
た
。
党
議
員
団
は
「
声
明
／
学
校
調

理
の
全
員
制
中
学
校
給
食
の
実
現
を
」（
10
月
26
日
）
を
発
表
。

検
討
委
員
会
に
示
さ
れ
た
報
告
書
は
あ
く
ま
で
概
要
版
で
裏
付

け
や
根
拠
が
明
ら
か
で
は
な
い
こ
と
、「
コ
ス
ト
重
視
」
で
は
な

都
市
の
大
学
へ
の
出
資
・
移
転
元
の
京
都
市
へ
の
納
付
・
大
学

の
第
三
期
中
期
目
標
策
定
が
提
案
さ
れ
ま
し
た
。
党
議
員
団
は

こ
れ
ま
で
か
ら
芸
大
移
転
整
備
の
工
事
契
約
議
案
に
つ
い
て
は
、

コ
ロ
ナ
禍
で
の
市
民
の
く
ら
し
や
経
済
状
況
、
市
長
が
「
財
政

危
機
」
を
強
調
す
る
も
と
で
、
い
っ
た
ん
凍
結
す
べ
き
と
の
立

場
か
ら
反
対
し
て
き
ま
し
た
。
今
回
改
め
て
、
新
キ
ャ
ン
パ
ス

の
敷
地
が
大
幅
に
狭
く
な
る
こ
と
か
ら
学
生
の
活
動
ス
ペ
ー
ス

確
保
に
懸
念
が
あ
る
と
繰
り
返
し
指
摘
し
て
き
た
こ
と
、
部
活

動
関
係
者
か
ら
も
運
動
施
設
の
建
設
を
求
め
る
署
名
が
提
出
さ

れ
て
い
た
こ
と
、
新
キ
ャ
ン
パ
ス
Ａ
棟
６
階
・
７
階
や
隣
接
す

る
将
来
活
用
地
（
４
０
０
０
㎡
）
に
学
外
団
体
や
民
間
事
業
者

を
呼
び
こ
ん
で
い
る
こ
と
、
西
京
区
の
芸
大
跡
地
を
民
間
へ
売

却
・
貸
付
す
る
対
象
と
し
て
公
的
責
任
を
果
た
し
て
い
な
い
こ

と
、
第
三
期
中
期
目
標
に
ガ
バ
ナ
ン
ス
の
強
化
・
理
事
長
と
学

長
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
な
ど
の
文
言
を
加
え
大
学
の
自
治
を
さ

ら
に
制
限
す
る
こ
と
は
問
題
で
あ
る
こ
と
を
討
論
で
述
べ
、
関

連
議
案
に
反
対
し
ま
し
た
。

　
　
養
正
・
三
条
市
営
住
宅
の
建
替
え
に
つ
い
て
、
計
画
変
更
と
継

続
審
査
を
求
め
る
請
願
が
出
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
受
け
、
党
議

員
団
は
継
続
審
査
を
求
め
る
動
議
を
提
出
。
無
所
属
議
員
が
賛

成
し
ま
し
た
が
、
全
て
の
会
派
が
反
対
し
否
決
さ
れ
た
た
め
反

対
討
論
に
立
ち
ま
し
た
。
主
役
で
あ
る
住
民
を
脇
に
お
い
て
ま

ち
づ
く
り
を
進
め
る
姿
勢
を
認
め
る
わ
け
に
は
い
か
な
い
こ
と
、

多
様
な
世
帯
が
住
み
続
け
ら
れ
る
ま
ち
を
つ
く
る
検
討
が
極
め

て
不
十
分
で
あ
る
こ
と
、
市
民
の
財
産
で
あ
る
公
有
地
を
大
切

に
す
る
立
場
が
欠
落
し
て
い
る
こ
と
を
指
摘
し
ま
し
た
。

一
、
住
民
運
動
・
請
願

　
　
今
市
会
に
お
い
て
請
願
「
健
康
保
険
証
廃
止
の
撤
回
の
要
請
」、

請
願
「
敬
老
乗
車
証
制
度
交
付
基
準
の
見
直
し
」
が
採
決
さ
れ
、

い
ず
れ
も
、
党
議
員
団
以
外
の
会
派
が
反
対
し
、
不
採
択
と
さ

れ
ま
し
た
。
無
所
属
議
員
は
請
願
採
択
を
主
張
し
ま
し
た
。
党

議
員
団
は
採
択
を
主
張
し
討
論
に
立
ち
ま
し
た
。

一
、
意
見
書
に
つ
い
て

　「
学
校
施
設
に
お
け
る
体
育
館
を
含
め
た
空
調
設
備
の
整
備
に
つ

く
子
ど
も
た
ち
の
健
康
と
豊
か
な
食
育
の
た
め
に
学
校
に
給
食

施
設
を
設
置
す
る
こ
と
を
求
め
ま
し
た
。

　
　
香
害
・
化
学
物
質
過
敏
症
対
策
に
つ
い
て
、
関
係
者
の
運
動
が

み
の
り
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
新
た

な
調
査
方
法
の
検
討
が
教
育
委
員
会
か
ら
示
さ
れ
、
保
健
福
祉

局
か
ら
関
係
部
署
の
情
報
交
換
の
場
の
設
置
が
表
明
さ
れ
ま
し

た
。

≪
特
別
会
計
≫

　
　
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
決
算
に
つ
い
て
、
28
億
円
の
黒
字
で

あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
コ
ロ
ナ
禍
の
も
と
保
険
料
を
値
上
げ

し
た
こ
と
は
重
大
で
あ
り
、
引
き
下
げ
こ
そ
求
め
ら
れ
る
こ
と

を
述
べ
ま
し
た
。
子
ど
も
の
均
等
割
の
免
除
に
つ
い
て
は
３
億

２
０
０
０
万
円
の
追
加
負
担
で
で
き
る
と
示
し
て
実
現
を
求
め

ま
し
た
。

　
　
介
護
保
険
特
別
会
計
決
算
に
つ
い
て
、
制
度
創
設
以
来
、
保

険
料
が
大
幅
に
引
き
上
が
っ
て
い
る
こ
と
を
指
摘
。
国
の
審
議

会
で
利
用
料
の
２
割
負
担
化
が
検
討
さ
れ
る
な
ど
重
大
事
態
に

際
し
、
利
用
料
を
引
き
上
げ
な
い
よ
う
国
に
求
め
る
べ
き
こ
と
、

ま
た
、
保
険
料
負
担
の
軽
減
を
行
う
こ
と
を
求
め
ま
し
た
。

　
　
上
下
水
道
事
業
に
つ
い
て
「
事
業
の
根
幹
は
守
る
」
と
い
う

も
の
の
、
民
間
委
託
化
と
広
域
化
に
前
の
め
り
に
な
っ
て
お
り
、

技
術
の
継
承
・
管
理
と
い
う
点
か
ら
も
経
営
基
盤
を
弱
体
化
さ

せ
る
と
指
摘
。
下
水
道
事
業
へ
の
出
資
金
休
止
は
、
直
ち
に
元

に
戻
す
こ
と
を
求
め
ま
し
た
。

　
　
交
通
事
業
に
つ
い
て
、
市
バ
ス
に
つ
い
て
は
、「
最
後
の
手
段
」

と
言
い
な
が
ら
運
賃
値
上
げ
方
針
を
掲
げ
続
け
る
の
で
は
な
く
、

値
上
げ
を
回
避
し
、
国
へ
粘
り
強
く
支
援
を
働
き
か
け
る
こ
と

と
、
市
独
自
支
援
を
復
活
さ
せ
る
こ
と
を
求
め
ま
し
た
。
地
下

鉄
に
つ
い
て
は
、
運
賃
改
定
を
回
避
し
た
こ
と
を
重
く
見
て
認

定
し
ま
し
た
。
あ
わ
せ
て
、
可
動
式
ホ
ー
ム
柵
を
全
駅
に
設
置

で
き
る
よ
う
他
都
市
状
況
を
研
究
す
る
こ
と
や
、
駅
の
無
人
化
・

職
員
削
減
を
や
め
る
よ
う
求
め
ま
し
た
。

≪
市
民
参
加
の
ま
ち
づ
く
り
≫

　
　
市
立
芸
術
大
学
に
つ
い
て
、
大
学
定
款
の
所
在
地
変
更
・
京

い
て
の
財
政
支
援
を
求
め
る
」、「
香
料
成
分
に
起
因
す
る
健
康

被
害
に
つ
い
て
対
策
の
促
進
を
求
め
る
」「
ブ
ラ
ッ
ド
パ
ッ
チ
療

法
に
対
す
る
適
正
な
診
療
上
の
評
価
等
を
求
め
る
」
意
見
書
を

全
議
員
で
共
同
提
案
し
可
決
。「
診
療
報
酬
・
介
護
報
酬
・
障
害

福
祉
サ
ー
ビ
ス
等
報
酬
の
物
価
高
騰
・
賃
金
上
昇
へ
の
対
応
を

求
め
る
」「
コ
ロ
ナ
禍
か
ら
の
回
復
期
に
お
け
る
公
共
交
通
の
課

題
改
善
に
向
け
た
支
援
を
求
め
る
」「
次
元
の
異
な
る
少
子
化
対

策
と
し
て
の
就
学
支
援
金
の
所
得
制
限
の
撤
廃
な
ど
保
護
者
負

担
軽
減
を
求
め
る
」「
下
水
サ
ー
ベ
イ
ラ
ン
ス
事
業
の
実
施
を
求

め
る
」
意
見
書
を
全
会
一
致
で
可
決
し
ま
し
た
。

　
　「
公
立
学
校
教
員
の
処
遇
改
善
に
向
け
た
給
特
法
の
抜
本
的
改

正
を
求
め
る
」「
公
立
学
校
教
員
の
処
遇
改
善
や
教
職
員
定
数
の

改
善
な
ど
、
学
校
運
営
体
制
の
整
備
の
充
実
に
向
け
た
諸
制
度

の
改
革
を
求
め
る
」
意
見
書
を
そ
れ
ぞ
れ
可
決
。

　
　
ラ
イ
ド
シ
ェ
ア
の
検
討
を
求
め
る
「
タ
ク
シ
ー
を
含
む
公
共
交

通
の
不
便
解
消
に
向
け
た
規
制
の
緩
和
を
求
め
る
」
意
見
書
は

提
案
会
派
で
あ
る
維
京
国
以
外
の
す
べ
て
の
議
員
の
反
対
で
否

決
し
ま
し
た
。

　
　「
核
兵
器
禁
止
条
約
の
実
効
性
を
高
め
る
た
め
の
主
導
的
役
割

を
果
た
す
こ
と
を
求
め
る
」
意
見
書
、「
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
の
実

施
中
止
を
求
め
る
」
意
見
書
を
無
所
属
議
員
と
と
も
に
共
同
提

案
し
ま
し
た
。「
核
兵
器
禁
止
条
約
の
実
効
性
を
高
め
る
た
め
の

主
導
的
役
割
を
果
た
す
こ
と
を
求
め
る
」
意
見
書
に
は
立
憲
が

賛
成
し
ま
し
た
。

　
　
党
議
員
団
が
提
案
し
た
「
大
阪
・
関
西
万
博
の
中
止
を
求
め

る
」
意
見
書
は
他
の
す
べ
て
の
議
員
が
反
対
し
ま
し
た
。

一
、
最
後
に

　
　
京
都
市
長
選
挙
が
３
か
月
後
に
迫
り
ま
し
た
。
福
山
和
人
さ
ん

が
「
く
ら
し
。
こ
こ
か
ら
京
都
再
生
」
を
掲
げ
市
政
転
換
を
訴

え
て
い
ま
す
。
党
議
員
団
は
長
く
続
い
た
暮
ら
し
に
追
い
打
ち

を
か
け
、
巨
大
開
発
を
温
存
す
る
市
政
を
お
お
も
と
か
ら
転
換

す
る
た
め
に
、
全
力
を
尽
く
し
ま
す
。
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14人の市会議員から一言

1414　　人の
市会議員から一言

団　長　西野さち子
副団長　北山ただお
幹事長　加藤　あい

山科区

団長　西野 さち子

幹事長　加藤 あい

伏見区

左京区 副団長　北山 ただお

　今でも日本一高い市バス運賃の更なる値上げが狙わ
れています。私は、決算特別委員会の局別質疑で２日
間、市長総括質疑17分間、「値上げ撤回」を求めて質
疑。市民生活が未曽有の苦しい時に公共の値上げをす
るべきではないこと、77億円の黒字の活用や、過去
に繰り入れていた補助金を復活すれば値上げは撤回で
きると質しました。「値上げありき」の市政は転換し
かありません。

　コロナ禍で弱っている市民に、支援ではなく負担増
を押し付ける市長を持ち上げる与党の議員たち。今議
会で、日本共産党と与党議員の立場の違いが明らかに
なりました。77億円の黒字でも「行財政改革」によ
る市民負担増はそのまま続ける。内35億円を借金返
済に積み立てる。市民の暮らしや市民の声に耳を傾け
ない市長と与党議員たちの姿に、この市政を変えなけ
ればの思いがさらに強くなりました。ご一緒に力を合
わせて市政を変えましょう！

　警視庁の自殺者に関する調査で奨学金の返済が自殺
の原因や動機の一つとされた方が10人に上る―決算
委員会で学生支援について取り上げました。
　聞かせていただいた声と大学院生の有志の会の実態
アンケートを紹介し、市独自の奨学金制度創設と、院
生・研究者支援をと迫りました。教育費負
担が自己責任になっている日本。社会的損
失を克服する先頭に立つ京都市になってほ
しいと切に願います。

市長の目に市民の暮らし
は見えていない

市バス値上げ撤回を
求めて討論

京都市独自の
給付制奨学金制度を

赤阪 仁 伏見区えもと かよこ 右京区

河合 ようこ 西京区くらた 共子 上京区

　洛西に賑わいを作り、若者が定住できるまちへ「あ
らゆる『規制』を取っ払い…一気呵成に進める」とい
う市長。何をやるのかと思えば、都市計画の用途や高
さの規制緩和。１階に賑わい施設をつくれば高さ制限
は無し?!　洛西ニュータウンに長年住み続けてこられ
た方の願い――公共交通の拡充、　近所で買い物でき
るお店、　総合病院・福祉施設の確保――こそ急いで
ほしい。芸大や学校統合後の跡地・建物は市民の財産。
売却ありきでなく、住民の声を生かし、子どもから高
齢者までが使えるような公的なものに！

　門川市長の最後の決算議会が終わった。市長退任に
ついて、自公はもちろん維新の議員からも、大変なも
ちあげ討論が行われました。
　門川市政の16年間は、「財政破綻」宣伝で市民を脅
し、市民負担増の推進計画「行財政改革計画」を作っ
た。
　革新市政時代につくられた京都市独自の施策を破壊
し、市独自の施策をさせないものだ。国のDX計画と
軌を一にしている。「行財政改革」という名の暮らし
破壊の計画は撤回を求めます。

　２年連続黒字財政のもとでも市民に痛みを押し付け
続ける門川市政。決算議会を経て、来年の京都市長選
挙で市政を刷新しなければと強く決意しました。私は
初の代表質問で、全員制の中学校給食はコスト重視で
はなく、子どもを真ん中にした良い給食の実施、地域
住民の避難所における適切な食事の確保のためにも学
校に給食施設を、給食費無償化を求めました。今後も
市民のみなさんとともに運動を広げていきます。

　分業で成り立つ伝統産業の中で、その最大産地は
555年の歴史ある西陣織物を有する京都です。消費税
の導入は需要低迷に拍車をかけてきました。10月か
らのインボイスは各関連工程の小規模零細事業者に新
たな増税となるもので廃業の流れを加速させます。例
え発注元が課税負担を抱えることができたとしても一
時しのぎでしかありません。国と自治体が産地を守る
ための本腰入れた対策を行うことを求めます。

中学校給食は大規模センター
でなく学校調理で

西陣産地崩壊の危機、
インボイス中止を！

市民無視の
政治を打破しよう

「洛西 SAIKO…」?!
住みよいまちは、住民の願いで

YouTubeでご覧
いただけます
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14人の市会議員から一言

山本 陽子 山科区

山田 こうじ 右京区やまね 智史 伏見区

　保育士給与補助金が13億円カットされた決算年度、
４割の園が赤字、３割の園で給与減となった。これま
で、経験年数に応じた昇給財源が保障されたのを、経
験年数11年までと上限を設定したことに、給与減の
大きな要因があると指摘したが、当局は正面から認め
ようとしない。なぜ、定年までの昇給を保障しない？
副市長に、ケア労働の低賃金は女性差別の構造がある
と認識を質すもはぐらかし。約４億円の増額見直しは、
根拠のないごまかしです！

　今年度上半期の「物価高」を起因とする倒産は、前
年同期の2.7倍に急増しています。物価高騰の影響は
零細な事業者ほど深刻。京都の経済・暮らしを支える
零細事業者を、物価高騰から守る役割と責任は極めて
重いのにもかかわらず、産業観光局の商業振興対策１
億５千万円、伝統産業振興対策は僅か９千４百万円に
対し、観光振興対策にはその３倍を超える７億46百
万円。観光誘致よりも既存事業者支援と消費税減税こ
そと市長総括質疑で質しました。

　10月に移転オープンを迎えた市立芸大。ところが、
移転直前の時期になって、球技のできる屋外グラウン
ドや部活ボックスなど学生のためのスペースがきちん
と確保されていない問題が表面化。大学関係者の声を
きちんと反映せず行われた事業であることが浮き彫り
になりました。300億円以上かけた再整備で学生の教
学環境が後退するなど許されません。メディアも注目
しています。引き続き「学生ファースト」で教学環境
が改善されるよう追及していきます。

物価高騰への直接支援を

定年まで働ける保育園に

学生ファーストで市立
芸大の教学環境改善を

【声　　明】   学校調理の全員制中学校給食の実
現を（2023/10/26）

【申し入れ】   物価高騰、インボイス制度に対
する支援等にかかる申し入れ
（2023/10/26）

【申し入れ】   物価高騰対策を強化し、中小業者
への緊急支援を求める申し入れ
（2023/9/7）

【談　　話】   門川市長の次期市長選不出馬の表
明について（2023/8/25）

【談　　話】   2022年度京都市決算の概要につい
て（2023/8/10）

【申し入れ】   物価高騰と異常な酷暑から市民の
生命とくらしを守るための緊急申
し入れ（2023/8/10）

新着情報（見解・声明など）New

全文は、市議団ホームページをご覧ください。

玉本 なるみ 北　区とがし 豊 左京区

森田 ゆみ子 南 区 平井 良人 中京区

　京都市内のあらゆる職人が激減しているように思い
ます。大型建築物ばかり優遇し、地元の建築関係の職
人さんは激減しています。伝統産業では、高い技能に
見合った収入が得られず、コロナや物価高騰で高級品
の需要も激減しました。資格を持った公務員の非正規
採用で、やりがいを見い出せず退職者が増えています。
来年は市長選挙です。一人一人が自分の能力を活かし
て世の中に必要とされる社会で命と暮らしを守る政治
に京都から変えていきましょう。

　決算委員会では、一連の都市計画の見直しに現れて
いるように、京都市自身が不動産屋に近くなっている
と同時に、住民の声をまったく聞かない、聞いたとし
ても聞き置くのみになっています。自治体の本旨は
「住民の福祉の増進」が目的です。人口流出の原因の
一つは地価です。家賃補助制度の検討・創設や子育て
世代への手厚い支援を行うべきです。また、都市計画
の見直しは元に戻し、住民の意見を聞く京都市に変え
るためがんばります。

　敬老乗車証が71歳以上に引き上げられ、各地で落
胆の声が。名古屋市では、京都市と同じ1973年に70
歳からでスタートしましたが「元気なうちから使え
るように」とその１か月後に対象を65歳以上に拡大。
負担金も1000～5000円。京都市では敬老乗車証の
予算を現在52億円→10年後25億円まで圧縮予定です
が、名古屋市は敬老パスの健康・経済・公営交通経営
の安定への効果を評価し145億円の予算枠を保障する
仕組みに。市民の宝、敬老乗車証を元に戻しましょう。

　右京区の市立京北病院が老朽化し、雨漏りをしてい
るのに抜本的な改修計画はしない。内視鏡が壊れても
更新もしない等の実態がわかり質疑しました。４年間
かけて病院のあり方を検討することになっているとい
うことが理由。その検討会には事務職の方ばかりで、
医師や看護師はメンバーでない等、いったい何を考え
ているのか！と怒り爆発だった。京北唯一の病院とし
て、守らなくてはなりません。

敬老パス～名古屋市では65歳
から！　年間1000 ～ 5000円

市民の命を守るために、市立病院を
行政が守らなくてはならない！

住民の声を聞かない
都市計画の見直しはやめよ

得意分野で働いて豊かに
暮らせる社会を!!
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